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ク
ラ
ビ
ー
の
町
を
散
歩
し
て
い
た
ら
、

と
て
も
か
わ
い
い
女
の
子
に
出
会
っ

た
。
大
き
な
木
に
縄
を
く
く
っ
た
だ

け
の
手
作
り
ブ
ラ
ン
コ
で
遊
ん
で
い
る

そ
の
子
は
あ
ま
り
に
か
わ
い
く
、
な
ん

で
こ
ん
な
に
か
わ
い
い
の
か
と
思
っ
た

ら
幼
い
頃
の
私
に
そ
っ
く
り
な
の
で
あ

る
。
そ
う
そ
う
、
私
も
こ
う
い
う
タ
イ

プ
の
少
女
だ
っ
た
の
だ
。
さ
ぞ
周
り
の

大
人
た
ち
は
そ
の
か
わ
い
さ
に
虜
だ
っ

た
こ
と
で
し
ょ
う
。「
写
真
を
撮
っ
て

も
い
い
？
」
私
が
近
づ
く
と
、
女
の

子
は
揺
れ
る
ブ
ラ
ン
コ
を
何
も
履
い
て

い
な
い
足
で
ズ
ズ
ズ
ッ
と
止
め
ち
ゃ
っ

て
、さ
す
が
タ
イ
人
っ
て
ば
ワ
イ
ル
ド
。

そ
し
て
大
き
な
目
で
私
の
こ
と
を
た
だ

じ
っ
と
見
つ
め
て
い
た
。
何
を
聞
い
て

も
ニ
コ
ニ
コ
し
て
い
る
だ
け
で
答
え
て

く
れ
な
い
。で
も
い
い
の
。そ
の
キ
ュ
ー

ト
な
笑
顔
だ
け
で
充
分
！　

か
わ
い
す

ぎ
る
ぞ
。
幸
せ
に
な
れ
よ
。
コ
ッ
プ
ン

カ
ー
!!　
　
　
　
　
　
　
（
桂
川
唯
香
）
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ボ
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人
間
の
仙
境
│

　
　

張
家
界

（
中
国
湖
南
省
）

孫
秀
萍
の

 
中
国
写
真
館

　

も
し
、
人
間
に
仙
境
が
あ
れ
ば
、

そ
れ
は
張
家
界
に
違
い
な
い
。
さ
ま

ざ
ま
な
と
こ
ろ
に
行
っ
た
が
、
張
家

界
の
よ
う
に
印
象
深
く
、
な
か
な
か

忘
れ
な
い
と
こ
ろ
は
そ
う
数
多
く
で

は
な
い
。
変
化
千
万
の
岩
、
美
し
い

伝
説
、
そ
の
す
べ
て
が
巨
大
な
景
観

を
成
し
て
、
見
る
に
飽
き
な
い
。

　

２
０
０
７
年
の
夏
、
７
月
末
こ
ろ

に
、
張
家
界
に
行
っ
た
。
ま
ず
、
宝

峰
湖
を
見
て
、
水
上
バ
ス
で
、
土
家

族
少
女
の
ガ
イ
ド
に
出
会
っ
た
。
空

に
溶
け
そ
う
な
色
の
衣
装
に
、
鮮
や

か
な
帽
子
、
歌
を
交
え
な
が
ら
、
美

し
い
こ
の
天
然
湖
の
由
来
を
楽
し
く

教
え
て
く
れ
た
。

宝峰湖

キリッと聳え立つ将軍峰
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な
ん
と
、
こ
れ
は
水
深
70
メ
ト
ル
の
天
然
湖
で
、
泳
ぐ
こ
と
は

で
き
な
い
。
ま
た
山
に
囲
ま
れ
て
、
独
特
な
景
観
を
形
成
し
た
。

猪
八
戒
の
半
分
の
顔
に
似
た
岩
や
仙
女
の
姿
に
そ
っ
く
り
な
岩
、

孔
雀
の
山
な
ど
な
ど
、
実
に
似
て
い
て
、
人
々
を
魅
了
し
た
。
ま

た
そ
の
伝
説
も
面
白
い
。
例
え
ば
、
猪
八
戒
の
顔
が
半
分
に
な
っ

た
の
は
、
仙
女
の
入
浴
姿
を
覗
き
見
た
と
き
、
仙
女
に
ビ
ン
タ
さ

れ
た
せ
い
だ
と
か
。
実
に
聞
く
の
も
見
る
の
も
楽
し
い
。

　

ほ
か
に
48
将
軍
の
岩
や
、
天
女
散
花
、
御
筆
峰
な
ど
も
見
た
。

そ
の
美
し
さ
、
ま
た
自
然
の
雄
大
に
圧
倒
さ
せ
、
言
葉
す
ら
失
い
、

た
だ
た
だ
立
ち
尽
く
し
て
み
た
い
。

路険しい天門洞、登りきると、さらに景色が美しくなり、梅の花びらの
ように流れてくる雨「梅花雨」に濡れると、幸福が訪れるといわれている。

下
は
、
蛙
の
岩
。
八
月
十
五
日
月
が
丸
い
と
き
、
ち
ょ
う
ど
そ

の
口
に
は
さ
ま
れ
る
景
色
が
見
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、
名
前
は

「
金
蟾
呑
月
」。

美しい御筆峰

右
は
、
猪
八
戒
が
美
女
を
川
で
入
浴
を
覗
く
岩
で
、
美
女
に
怒

ら
れ
て
、
ビ
ン
タ
が
張
ら
れ
て
顔
が
半
分
に
な
っ
た
。
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インド・ネパール・アフガニスタン・バリなどなどから
はるばるやってきた衣料品・織物・アクセサリー・
楽器・ＣＤ・ＤＶＤ、、、、が皆様をお待ちしております

http://www.harubaruya.com/
180-0004 武蔵野市吉祥寺本町 1-8-3 コスモビル２階

Phone & Fax. 0422-21-4790
渋谷アムリタ　Phone & Fax. 03-3461-6563
吉祥寺別館   Phone & Fax 0422-22-2433

インド・バリからオリジナル春物衣料品
・雑貨続々到着中です

吉祥寺別館は、木曜日が休みです

☆　インド製レトルトカレー好評発売中　☆
リピーターの方が増えてます

インド舞踊・ベリーダンスの公演・発表会に
CD・DVDなどを持って出張販売いたします。

ネットでのお買物もお楽しみください！

☆はるばる屋通信☆

峰から水を流して作った滝



5

2008年、北東アジアの船旅が面白い！

AsiaWave 162

★特集★

２
０
０
８
年
、北
東
ア
ジ
ア
の
船
旅

が
面
白
い
！

ア
ジ
ア
ウ
ェ
ー
ブ
恒
例
、
船
旅
ラ
イ
タ
ー
・
金
丸
知
好
氏
に
よ
る
ア
ジ
ア
・
ク
ル
ー

ズ
案
内
で
あ
る
。
今
回
は
時
刻
表
の
紹
介
に
と
ど
ま
ら
ず
、
産
業
活
動
と
国
際
政
治

の
か
ら
み
合
い
の
な
か
で
、
い
か
に
困
難
を
超
え
て
新
し
い
航
路
が
生
ま
れ
る
か
、

あ
る
い
は
か
つ
て
栄
え
た
航
路
が
消
滅
す
る
か
を
生
々
し
い
感
動
と
と
も
に
描
き
出

し
、
人
間
社
会
の
生
命
の
一
部
と
し
て
の
海
上
交
通
の
像
を
呈
示
す
る
。

パ
ン
ス
タ
ー
・
ハ
ニ
ー
の
カ
ジ
ュ
ア
ル
ク
ル
ー
ズ

が
始
ま
る

い
ま
か
ら
６
年
前
。
そ
れ
が
サ
ッ
カ
ー
・
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
の
日
韓
大
会
が
開
か
れ
た
年
だ
っ
た

と
即
答
で
き
る
人
が
ど
れ
ほ
ど
い
る
だ
ろ
う
か
。

２
０
１
０
年
に
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
で
開
催
さ
れ

る
本
大
会
を
目
指
し
た
予
選
が
始
ま
っ
て
し
ま
っ

た
現
在
と
な
っ
て
は
、
２
０
０
２
年
の
コ
リ
ア
・

ジ
ャ
パ
ン
大
会
は
す
で
に
遠
い
昔
話
の
よ
う
に
さ

え
思
わ
れ
る
の
も
無
理
は
な
い
。
で
も
、
サ
ッ
カ

ー
フ
ァ
ン
だ
け
で
な
く
、
日
本
そ
し
て
韓
国
の
人

た
ち
の
多
く
が
、
史
上
初
め
て
ア
ジ
ア
で
開
か
れ

る
世
紀
の
大
イ
ベ
ン
ト
に
、
漠
然
と
し
た
不
安
を

抱
え
な
が
ら
も
何
か
し
ら
心
躍
る
よ
う
な
感
情
を

持
っ
た
の
も
た
し
か
で
あ
る
。

日
本
と
韓
国
の
間
に
新
し
い
海
の
ル
ー
ト
が

次
々
と
開
設
さ
れ
た
の
も
こ
の
年
だ
っ
た
。
世
界

中
か
ら
や
っ
て
く
る
サ
ポ
ー
タ
ー
や
フ
ァ
ン
が
、

日
本
と
韓
国
と
い
う
開
催
国
の
間
を
行
き
来
す
る

だ
ろ
う
。
大
会
が
終
わ
っ
て
も
日
韓
関
係
は
よ
り

緊
密
に
な
る
こ
と
で
、
両
国
の
ヒ
ト
・
モ
ノ
の
交

流
は
さ
ら
に
増
え
て
い
く
は
ず
だ
。
こ
う
し
た
思

惑
で
、
下
関
と
釜
山
を
結
ぶ
関
釜
航
路
そ
し
て
福

岡
と
釜
山
を
３
時
間
で
走
る
高
速
船
ぐ
ら
い
し
か

な
か
っ
た
日
韓
航
路
に
ニ
ュ
ー
フ
ェ
イ
ス
が
加
わ

っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
ひ
と
つ
が
大
阪
と
釜
山
を
結
ぶ
航
路
を
開

設
し
た
パ
ン
ス
タ
ー
フ
ェ
リ
ー
。
も
う
20
年
も
前

の
話
に
な
る
が
、
か
つ
て
大
阪
と
釜
山
の
間
に
は

「
オ
リ
ン
ピ
ア
８
８
」
と
い
う
フ
ェ
リ
ー
が
就
航

し
て
い
た
。
そ
の
名
の
通
り
、
１
９
８
８
年
に
ソ

ウ
ル
で
開
催
さ
れ
た
夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
訪

問
客
を
当
て
込
ん
だ
航
路
で
あ
っ
た
。
当
時
大
学

生
だ
っ
た
筆
者
も
、
初
め
て
の
韓
国
旅
行
に
「
オ

リ
ン
ピ
ア
８
８
」
を
使
っ
た
。
美
し
い
瀬
戸
内
海

の
風
景
に
眼
を
見
は
ら
さ
れ
、
完
成
し
た
ば
か
り

の
瀬
戸
大
橋
を
く
ぐ
っ
た
と
き
は
「
船
旅
に
し
て

よ
か
っ
た
な
〜
」
と
つ
く
づ
く
思
っ
た
も
の
で
あ

る
。
残
念
な
が
ら
「
オ
リ
ン
ピ
ア
８
８
」
の
乗
船

者
数
は
伸
び
悩
み
、
ソ
ウ
ル
五
輪
終
了
後
数
年
し

て
、
い
つ
の
ま
に
か
消
滅
し
た
。
だ
が
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
と
並
ぶ
、
い
や
参
加
国
・
地
域
や
視
聴
者

数
な
ら
そ
れ
を
上
回
る
世
界
最
大
の
ス
ポ
ー
ツ
イ

ベ
ン
ト
、
サ
ッ
カ
ー
・
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
舞
台

に
日
本
と
韓
国
が
選
ば
れ
た
こ
と
で
大
阪
〜
釜
山

航
路
は
再
び
陽
の
目
を
見
る
こ
と
と
な
る
。
韓
国

の
船
社
パ
ン
ス
タ
ー
ラ
イ
ン
が
、
こ
こ
に
「
パ
ン

ス
タ
ー
・
ド
リ
ー
ム
」（
か
つ
て
は
日
本
船
「
さ

ん
ふ
ら
わ
あ　

く
ろ
し
お
」）
を
投
入
し
、
週
３

便
で
復
活
さ
せ
た
。
ち
な
み
に
韓
国
開
催
分
の
チ

ケ
ッ
ト
を
６
枚
入
手
し
て
い
た
筆
者
も
、
さ
っ
そ

く
大
阪
か
ら
「
パ
ン
ス
タ
ー
・
ド
リ
ー
ム
」
に
乗

っ
て
、
釜
山
・
蔚
山
（
ウ
ル
サ
ン
）・
光
州
・
大
田
・

水
原
で
観
戦
を
楽
し
ん
で
い
る
。

「
オ
リ
ン
ピ
ア
８
８
」
と
は
違
い
、「
パ
ン
ス
タ

ー
・
ド
リ
ー
ム
」
は
そ
の
後
も
好
調
を
維
持
し
続

け
た
。
ソ
ウ
ル
五
輪
当
時
は
育
っ
て
い
な
か
っ
た

「
海
外
旅
行
を
楽
し
む
韓
国
人
」
が
、
こ
の
こ
ろ

に
は
当
た
り
前
に
な
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
飛

行
機
に
比
べ
る
と
格
安
で
、
福
岡
や
下
関
に
比
べ

れ
ば
み
ど
こ
ろ
も
多
い
関
西
（
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ス

タ
ジ
オ
・
ジ
ャ
パ
ン
や
京
都
な
ど
）、
ち
ょ
っ
と

足
を
伸
ば
せ
ば
東
京
に
も
行
け
る
大
阪
航
路
は
爆

発
的
な
人
気
を
博
し
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
船
内

で
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
ク
ル
ー
や
韓
国
人
エ
ン
タ
ー
テ

イ
ナ
ー
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
「
ク
ル
ー

ズ
フ
ェ
リ
ー
サ
ー
ビ
ス
」
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
が
、「
パ
ン
ス
タ
ー
・
ド
リ
ー
ム
」
の
好
調

さ
に
拍
車
を
か
け
た
。
こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
同
船
が

週
末
に
行
っ
た
釜
山
港
ワ
ン
ナ
イ
ト
ク
ル
ー
ズ
で

も
踏
襲
さ
れ
、
韓
国
で
は
「
楽
し
い
船
旅
な
ら
パ

ン
ス
タ
ー
」
と
い
う
認
識
が
広
が
っ
て
い
く
。
日

本
へ
の
修
学
旅
行
に
大
阪
航
路
を
選
択
す
る
韓
国

の
学
校
も
激
増
し
た
。
そ
れ
に
と
も
な
い
週
３
往

復
の
「
パ
ン
ス
タ
ー
・
ド
リ
ー
ム
」
は
慢
性
的
な

満
席
状
態
が
続
く
。
も
ち
ろ
ん
乗
船
客
の
大
部
分

金
丸
知
好

文
・
写
真パンスターライン

大阪 15：10 →翌日 10：00 釜山 15：10 →翌日
10：00大阪
船舶のドック入り期間を除く毎日運航
使用船舶：パンスター・ドリーム／パンスター・サ
ニー／パンスター・ハニー（週末のみ）
片道 1万 6000 円～
パンスターカジュアルクルーズ 3泊 4日
4月 2日より毎週水曜日釜山出港→毎週土曜日釜山
帰港
日本寄港クルーズ第一弾！ 4月 16 日釜山発→ 17
日別府→ 18日松山→ 19日釜山
使用船舶：パンスター・ハニー
1泊およそ 1万 6000 円～
ウィークエンド日本海クルーズ（公式未発表のため
推測）
釜山～博多～日本海側の港（金沢？境港？）～博多
～釜山　
使用船舶：パンスター・ドリーム／パンスター・サ
ニー

2007 年 4月から大阪～釜山航路に投入された「パ
ンスター・サニー」。
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は
韓
国
人
だ
。
泣
く
泣
く
関
西
行
き
を
断
念
し
、

下
関
や
福
岡
航
路
を
利
用
し
た
九
州
旅
行
に
切

り
替
え
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
多

い
。
ま
た
、
下
関
ま
で
出
て
対
岸
の
北
九
州
（
新

門
司
港
）
か
ら
大
阪
・
神
戸
行
き
の
日
本
の
フ
ェ

リ
ー
に
乗
り
継
い
で
関
西
を
目
指
す
韓
国
人
が
激

増
す
る
の
も
こ
の
頃
で
あ
る
。
こ
こ
２
〜
３
年
、

瀬
戸
内
航
路
を
走
る
日
本
の
フ
ェ
リ
ー
に
韓
国
人

団
体
客
が
目
立
っ
て
増
え
た
の
に
は
、
こ
の
よ
う

な
背
景
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
見
て
パ
ン
ス
タ
ー
ラ
イ
ン

は
、
ひ
と
つ
の
決
断
に
踏
み
切
っ
た
。
そ
れ
が
日

本
の
フ
ェ
リ
ー
会
社
・
リ
ベ
ラ
東
日
本
フ
ェ
リ
ー

と
の
事
業
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
提
携
で
あ
る
。
リ

ベ
ラ
東
日
本
フ
ェ
リ
ー
は
首
都
圏
と
北
海
道
、
北

海
道
と
青
森
県
、
さ
ら
に
は
北
海
道
（
室
蘭
）
〜

新
潟
県
（
直
江
津
）
〜
福
岡
県
（
博
多
）
と
い

う
日
本
海
縦
断
航
路
を
持
っ
て
い
た
が
、
青
森

と
函
館
さ
ら
に
室
蘭
に
最
新
型
の
高
速
船
を
導
入

す
る
な
ど
こ
の
エ
リ
ア
に
力
を
注
ぐ
た
め
、
首

都
圏
へ
の
航
路
さ
ら
に
採
算
が
と
れ
な
い
日
本
海

縦
断
航
路
の
切
り
離
し
を
は
か
っ
て
い
た
。
パ
ン

ス
タ
ー
ラ
イ
ン
と
の
提
携
は
リ
ベ
ラ
に
と
っ
て
も

渡
り
に
船
だ
っ
た
。
持
ち
船
を
韓
国
に
チ
ャ
ー
タ

ー
さ
せ
れ
ば
、
そ
の
用
船
料
が
入
る
し
、
荷
物
も

運
ん
で
も
ら
え
る
。
こ
う
し
て
リ
ベ
ラ
は
首
都
圏

航
路
を
譲
っ
た
商
船
三
井
フ
ェ
リ
ー
か
ら
手
に
入

れ
た
「
さ
ん
ふ
ら
わ
あ　

み
と
」
を
日
本
海
縦
断

航
路
に
投
入
せ
ず
、
パ
ン
ス
タ
ー
ラ
イ
ン
に
チ
ャ

ー
タ
ー
さ
せ
た
。「
さ
ん
ふ
ら
わ
あ　

み
と
」
は

「
パ
ン
ス
タ
ー
・
サ
ニ
ー
」
と
し
て
生
ま
れ
変
わ

る
。
パ
ン
ス
タ
ー
ラ
イ
ン
は
２
０
０
７
年
４
月
か

ら
「
パ
ン
ス
タ
ー
・
ド
リ
ー
ム
」
と
「
パ
ン
ス
タ

ー
・
サ
ニ
ー
」
と
い
う
２
つ
の
船
に
よ
る
デ
イ
リ

ー
サ
ー
ビ
ス
（
毎
日
運
航
）
の
悲
願
を
達
成
し
た
。

デ
イ
リ
ー
サ
ー
ビ
ス
を
機
に
、
パ
ン
ス
タ
ー
ラ

イ
ン
は
さ
ら
に
Ｊ
Ｒ
貨
物
と
も
提
携
。
釜

山
か
ら
東
京
ま
で
36
時
間
で
結
ぶ
高
速
輸

送
（
パ
ン
ス
タ
ー
・
ウ
ル
ト
ラ
・
エ
ク
ス

プ
レ
ス
＝
Ｐ
Ｕ
Ｅ
）
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
、

こ
れ
が
当
た
っ
た
。
パ
ン
ス
タ
ー
・
サ
ニ

ー
増
強
後
わ
ず
か
半
年
で
、
貨
物
は
目
標

の
１
５
０
％
を
達
成
し
た
と
い
う
。

旅
客
面
の
効
果
も
テ
キ
メ
ン
で
あ
っ

た
。
お
り
か
ら
の
「
円
安
ウ
ォ
ン
高
」
が

韓
国
人
旅
行
者
の
訪
日
ブ
ー
ム
を
加
速
さ

せ
て
い
た
。
パ
ン
ス
タ
ー
フ
ェ
リ
ー
が

毎
日
釜
山
を
出
港
す
る
こ
と
で
、
毎
日

大
阪
港
の
国
際
フ
ェ
リ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ル

に
５
０
０
人
前
後
の
韓
国
人
が
や
っ
て
く

る
。
つ
い
に
は
２
０
０
７
年
度
大
阪
を
訪

れ
た
外
国
人
観
光
客
ラ
ン
キ
ン
グ
で
、
韓

国
人
が
ト
ッ
プ
（
２
位
は
台
湾
人
）
に
立

っ
た
と
い
う
統
計
も
あ
る
。（
※
筆
者
が
昨
年
４

月
末
に
「
パ
ン
ス
タ
ー
・
サ
ニ
ー
」
に
乗
船
し
た

と
き
の
様
子
は
、
ア
ジ
ア
ウ
ェ
ー
ブ
２
０
０
７
年

８
月
号
の
特
集
記
事
で
読
め
ま
す
）

今
年
の
１
月
２
日
、
パ
ン
ス
タ
ー
ラ
イ
ン
は
本

社
を
ソ
ウ
ル
か
ら
釜
山
に
移
し
た
。
そ
れ
に
は
次

の
よ
う
な
事
情
が
あ
っ
た
。業
績
好
調
な
同
社
が
、

つ
い
に
本
格
的
な
ク
ル
ー
ズ
フ
ェ
リ
ー
事
業
に
進

出
す
る
布
石
で
あ
る
。
パ
ン
ス
タ
ー
ラ
イ
ン
は
リ

ベ
ラ
東
日
本
フ
ェ
リ
ー
が
青
函
航
路
に
投
入
し
て

い
た
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
「
ほ
る
す
」
を
用
船
し
、
釜

山
を
起
点
に
し
た
３
泊
４
日
の
ク
ル
ー
ズ
を
開
始

す
る
と
い
う
。
ド
リ
ー
ム
、
サ
ニ
ー
に
続
く
第
３

船
目
の
ク
ル
ー
ズ
フ
ェ
リ
ー
の
船
名
は
「
パ
ン
ス

タ
ー
・
ハ
ニ
ー
」。
リ
ベ
ラ
と
の
契
約
が
ま
と
ま

っ
た
昨
年
12
月
末
、「
ほ
る
す
」
は
ク
ル
ー
ズ
フ

ェ
リ
ー
と
し
て
の
改
装
の
た
め
室
蘭
か
ら
釜
山
に

移
動
し
て
い
っ
た
。

そ
し
て
パ
ン
ス
タ
ー
ラ
イ
ン
は
、「
４
月
２
日

か
ら
釜
山
を
母
港
と
し
、
韓
国
南
海
岸
ク
ル
ー

ズ
と
日
本
寄
港
ク
ル
ー
ズ
を
運
航
す
る
」
と
発

表
し
た
。「
朝
鮮
日
報
」
は
「
使
用
さ
れ
る
船
は

１
万
５
０
０
０
ト
ン
、
全
長
１
３
０
メ
ー
ト
ル
の

パ
ン
ス
タ
ー
・
ハ
ニ
ー
号
で
、
乗
務
員
を
除
き
、

乗
客
だ
け
で
定
員
５
１
８
人
だ
。船
内
に
は
食
堂
、

公
演
場
、
映
画
館
、
文
化
体
験
室
、
子
ど
も
用
プ

レ
イ
ル
ー
ム
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
な
ど
も
あ

る
。
パ
ン
ス
タ
ー
側
は
３
泊
４
日
の
コ
ー
ス
を
基

本
コ
ー
ス
と
し
て
、
途
中
で
乗
船
・
下
船
で
き
る

１
泊
２
日
の
コ
ー
ス
も
運
航
す
る
予
定
だ
。（
中

略
）
観
光
客
は
車
に
乗
っ
た
ま
ま
で
乗
船
、
好
き

な
寄
港
地
で
下
船
し
、
車
で
観
光
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
る
」
と
報
じ
て
い
る
。

ア
イ
テ
ナ
リ
ー
の
詳
細
だ
が
、
毎
週
水
曜
日
に

釜
山
を
発
ち
、
統
営
（
ト
ン
ヨ
ン
）、
麗
水
（
ヨ

ス
）、
莞
島
（
ワ
ン
ド
）、
済
州
（
チ
ェ
ジ
ュ
）
な

ど
釜
山
よ
り
西
側
の
景
勝
地
を
３
泊
か
け
て
訪

ね
、土
曜
日
に
は
釜
山
に
戻
る
。
ち
な
み
に
統
営
・

麗
水
は
韓
国
南
海
岸
の
閑
麗
水
道
国
立
公
園
に
あ

る
。
韓
国
八
景
の
一
つ
と
し
て
数
え
ら
れ
る
閑
麗

水
道
国
立
公
園
は
、
お
よ
そ
４
３
０
の
島
々
か
ら

な
り
、
さ
な
が
ら
韓
国
の
瀬
戸
内
海
と
い
っ
た
観

が
あ
る
。
済
州
島
は
ト
ル
ハ
ル
バ
ン
な
ど
半
島
と

は
異
な
っ
た
文
化
を
持
ち
、
ま
た
温
暖
な
気
候
か

ら
「
韓
国
の
ハ
ワ
イ
」
の
異
名
を
持
つ
。
こ
の
ク

ル
ー
ズ
が
実
施
さ
れ
れ
ば
、寒
い
時
期
は
避
寒
客
、

暑
い
季
節
は
海
水
浴
な
ど
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
客
に

利
用
さ
れ
そ
う
だ
。

そ
し
て
気
に
な
る
日
本
ク
ル
ー
ズ
に
つ
い
て

は
、
九
州
の
ブ
ロ
ッ
ク
紙
「
西
日
本
新
聞
」
２
月

16
日
付
け
朝
刊
が
こ
の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
。

「
日
韓
ク
ル
ー
ズ
は
水
曜
日
に
釜
山
港
を
出
発
、

土
曜
日
に
戻
る
３
泊
４
日
で
設
定
。
初
ク
ル
ー
ズ

は
４
月
16
日
に
出
発
し
、
韓
国
人
旅
行
者
に
人
気

の
温
泉
地
が
あ
る
別
府
、
松
山
両
港
を
回
る
。
５

月
以
降
は
月
１
、２
回
の
ペ
ー
ス
で
運
航
す
る
計

画
で
、
両
港
の
ほ
か
博
多
（
福
岡
市
）
や
長
崎
な

ど
へ
の
寄
港
を
目
指
す
。
日
本
で
乗
船
し
て
釜
山

へ
行
く
こ
と
も
で
き
る
と
い
う
。」

パ
ン
ス
タ
ー
ラ
イ
ン
の
韓
国
語
版
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
見
る
と
こ
の
ほ
か
に

●
釜
山
〜
松
山
〜
広
島
〜
釜
山

●
釜
山
〜
松
江
〜
舞
鶴
〜
釜
山

を
め
ぐ
る
コ
ー
ス
を
す
で
に
発
表
し
て
い
る
。

パ
ン
ス
タ
ー
ラ
イ
ン
は
当
面
、
韓
国
国
内
ク

ル
ー
ズ
を
メ
イ
ン
と
し
、
月
１
〜
２
回
の
割
合
で

日
本
寄
港
ク
ル
ー
ズ
を
行
う
意
向
の
よ
う
だ
。
気

に
な
る
料
金
だ
が
韓
国
ク
ル
ー
ズ
の
場
合
、
１
泊

一
人
当
た
り
14
万
８
０
０
〜
53
万
６
８
０
０
ウ

ォ
ン
、
日
本
円
に
し
て
お
よ
そ
１
万
６
０
０
０
〜

大阪

新潟

トロイツァ

東海
東京伏木境港

下関

門司 徳島

束草

釜山

ウラジオストク

敦賀

太倉
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５
万
５
０
０
０
円
と
発
表
済
み
。
パ
ン
ス
タ
ー
ラ

イ
ン
の
会
長
が
メ
デ
ィ
ア
に
語
っ
た
と
こ
ろ
に
よ

る
と
、１
航
海
当
た
り
１
７
０
人
を
目
標
に
集
客
、

そ
れ
も
上
級
キ
ャ
ビ
ン
中
心
に
定
員
を
し
ぼ
り
、

グ
レ
ー
ド
の
高
い
ク
ル
ー
ズ
を
実
施
し
て
い
く
考

え
で
あ
る
と
か
。

ま
た
「
パ
ン
ス
タ
ー
・
ハ
ニ
ー
」
が
釜
山
に

戻
っ
て
き
た
土
曜
日
の
夜
に
は
、
釜
山
港
で
の

ワ
ン
ナ
イ
ト
ク
ル
ー
ズ
に
投
入
す
る
予
定
だ
と

い
う
。
こ
れ
は
２
０
０
７
年
春
に
２
隻
目
の
「
パ

ン
ス
タ
ー
・
サ
ニ
ー
」
を
投
入
し
た
こ
と
で
釜
山

〜
大
阪
航
路
が
デ
イ
リ
ー
サ
ー
ビ
ス
化
し
、
ワ

ン
ナ
イ
ト
ク
ル
ー
ズ
に
ま
わ
す
船
が
な
く
な
っ

た
こ
と
で
休
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
も
の
。

　

こ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
パ
ン
ス
タ
ー
ラ
イ
ン

は
、
さ
ら
に
釜
山
と
日
本
海
の
港
を
フ
ェ
リ
ー
で

結
ぶ
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
サ
ー
ビ
ス
を
考
え
て
い
る
よ

う
だ
。
業
績
好
調
の
大
阪
〜
釜
山
航
路
も
、
週
末

に
な
る
と
貨
物
輸
送
の
需
要
が
落
ち
る
。そ
こ
で
、

ク
ル
ー
ズ
サ
ー
ビ
ス
を
終
え
た
あ
と
、
他
の
２
隻

に
比
べ
て
小
型
の
ハ
ニ
ー
を
釜
山
〜
大
阪
の
往
復

に
配
船
、
ド
リ
ー
ム
と
サ
ニ
ー
は
、
交
互
に
別
の

フ
ェ
リ
ー
航
路
に
投
入
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い

る
と
い
う
。
そ
の
な
か
で
も
日
本
の
日
本
海
側
の

港
と
釜
山
を
結
ぶ
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
サ
ー
ビ
ス
（
日

曜
釜
山
発
↓
月
曜
日
本
海
側
の
港
発
着
↓
火
曜
釜

山
着
）の
実
現
が
最
も
有
力
な
プ
ラ
ン
だ
と
い
う
。

こ
れ
は
リ
ベ
ラ
東
日
本
フ
ェ
リ
ー
が
断
念
し
た
日

本
海
縦
断
ク
ル
ー
ズ
フ
ェ
リ
ー
構
想
（
従
来
の
室

蘭
〜
直
江
津
〜
博
多
ル
ー
ト
に
石
川
県
の
金
沢
、

季
節
運
航
と
し
て
鳥
取
県
の
境
港
を
加
え
、
日
本

海
ク
ル
ー
ズ
フ
ェ
リ
ー
を
運
航
す
る
。
２
０
０
６

年
９
月
に
は
モ
ニ
タ
ー
参
加
者
を
乗
せ
た
実
験
航

海
も
行
わ
れ
た
※
筆
者
も
博
多
〜
境
港
〜
金
沢
区

間
乗
船
）
の
変
形
版
と
も
い
え
る
。
そ
れ
を
考
え

る
と
日
本
海
側
の
港
と
し
て
有
力
な
の
は
金
沢
、

第
二
候
補
と
し
て
境
港
と
な
る
が
、
は
た
し
て
。

入
国
管
理
施
設
を
新
設
す
る
手
間
を
省
く
た
め

に
、
釜
山
か
ら
ま
ず
は
国
際
港
と
し
て
実
績
の
あ

る
博
多
港
に
向
か
い
、
こ
こ
で
国
内
航
路
に
資
格

変
更
し
て
日
本
海
側
の
港
に
向
か
う
こ
と
も
充
分

考
え
ら
れ
る
。

二
度
の
失
敗
に
終
わ
っ
た
北
九
州
〜
釜
山
航
路
も

６
月
１
日
に
復
活
！

パ
ン
ス
タ
ー
ラ
イ
ン
が
日
韓
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

を
機
に
参
入
し
た
成
功
例
だ
と
す
れ
ば
、
失
敗
し

消
え
て
い
っ
た
新
航
路
も
そ
の
影
に
存
在
し
た
。

そ
れ
が
北
九
州
（
小
倉
）
〜
蔚
山
（
ウ
ル
サ
ン
）・

釜
山
航
路
で
あ
る
。
や
は
り
２
０
０
２
年
、
韓
国

船
社
の
武
星
（
本
社
・
釜
山
市
）
が
高
速
船
「
ド

ル
フ
ィ
ン
ウ
ル
サ
ン
」
を
投
入
し
、
小
倉
と
蔚
山

間
に
新
航
路
を
開
設
し
た
。
ち
な
み
に
韓
国
で
開

催
さ
れ
た
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

１
回
戦
（
韓
国
対
イ
タ
リ
ア
）
お
よ
び
蔚
山
で
開

催
さ
れ
た
準
々
決
勝
（
ド
イ
ツ
対
ア
メ
リ
カ
）
の

観
戦
の
た
め
に
、
筆
者
は
往
復
「
ド
ル
フ
ィ
ン
ウ

ル
サ
ン
」を
利
用
し
て
い
る
。

さ
ら
に
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

終
了
直
後
の
２
０
０
２
年
７

月
、
こ
れ
ま
た
韓
国
船
社
の

大
亜
高
速
海
運
が
世
界
最
大

級
の
高
速
船
「
オ
ー
シ
ャ
ン

フ
ラ
ワ
ー
」
を
小
倉
〜
釜
山

航
路
に
投
入
し
た
。し
か
し
、

「
オ
ー
シ
ャ
ン
フ
ラ
ワ
ー
」

は
相
次
ぐ
船
体
の
ト
ラ
ブ
ル

に
見
舞
わ
れ
、
さ
ら
に
現
地

の
受
け
入
れ
態
勢
も
整
っ
て

お
ら
ず
、
定
め
た
ダ
イ
ヤ
ど

お
り
の
運
航
す
ら
で
き
な
い
有
様
で
、
わ
ず
か
３

ヵ
月
後
の
10
月
に
運
休
に
追
い
込
ま
れ
た
。

２
０
０
３
年
４
月
、
武
星
は
「
ド
ル
フ
ィ
ン
ウ

ル
サ
ン
」
の
蔚
山
航
路
を
減
便
し
て
釜
山
航
路
に

参
入
し
た
も
の
の
、
こ
ち
ら
も
船
体
の
ト
ラ
ブ
ル

や
故
障
が
相
次
い
で
、
旅
行
客
に
見
放
さ
れ
る
。

そ
の
う
え
同
社
は
２
０
０
４
年
９
月
に
資
金
繰
り

に
行
き
詰
ま
り
、
船
を
差
し
押
さ
え
ら
れ
て
小
倉

〜
釜
山
・
蔚
山
航
路
は
無
期
限
運
休
の
憂
き
目
を

見
る
こ
と
と
な
る
。

「
オ
ー
シ
ャ
ン
フ
ラ
ワ
ー
」
お
よ
び
「
ド
ル
フ

ィ
ン
ウ
ル
サ
ン
」
は
な
ぜ
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
き
ま
と

わ
れ
た
の
か
？　

日
韓
高
速
船
航
路
の
パ
イ
オ
ニ

ア
で
、
現
在
も
高
い
人
気
を
誇
っ
て
い
る
Ｊ
Ｒ
九

州
高
速
船
の
「
ビ
ー
ト
ル
」
は
１
６
４
ト
ン
、
定

員
２
０
０
名
。
そ
れ
に
対
し
て
「
オ
ー
シ
ャ
ン
フ

ラ
ワ
ー
」は「
ビ
ー
ト
ル
」の
お
よ
そ
２
・
５
倍
、「
ド

ル
フ
ィ
ン
ウ
ル
サ
ン
」
は
２
倍
の
定
員
。
定
員
が

大
き
い
と
い
う
こ
と
は
す
な
わ
ち
そ
れ
だ
け
船
が

鈍
重
に
な
り
が
ち
で
、
さ
ら
に
技
術
的
に
も
問
題

山
積
で
あ
っ
た
。
か
く
し
て
小
倉
〜
釜
山
航
路
は

消
え
る
べ
く
し
て
消
え
た
の
で
あ
る
。

一
度
な
ら
ず
二
度
の
失
敗
経
験
が
あ
る
北

九
州
〜
釜
山
航
路
に
復
活
の
芽
が
生
じ
た
の

は
、
２
０
０
７
年
３
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
韓
国

海
洋
水
産
部
は
、
北
九
州
〜
釜
山
航
路
の
運
航
者

と
し
て
Ｃ
＆
フ
ェ
リ
ー
（
本
社
・
ソ
ウ
ル
市
）
に

よ
る
共
同
体
を
選
定
し
た
の
だ
。
こ
れ
に
先
立
っ

て
行
わ
れ
た
釜
山
〜
小
倉
航
路
海
上
旅
客
運
送
事

業
者
選
定
委
員
会
の
会
合
で
は
、
過
去
の
二
度
の

失
敗
に
対
す
る
反
省
か
ら
「
航
路
を
定
着
さ
せ
る

た
め
に
（
高
速
船
で
は
な
く
）
旅
客
と
貨
物
を
一

緒
に
運
送
す
る
貨
客
船
形
態
が
望
ま
し
い
」
と
の

答
申
が
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
は
大
亜
高
速
海
運

や
武
星
の
よ
う
な
早
期
撤
退
が
こ
の
航
路
で
二
度

と
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
と
い
う

関
係
者
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
慎
重
な
審

査
の
末
、
こ
の
航
路
に
選
定
さ
れ
た
の
が
Ｃ
＆
フ

ェ
リ
ー
。
韓
国
西
海
岸
の
平
澤
（
ピ
ョ
ン
テ
ク
）

港
と
中
国
山
東
省
の
日
照
港
を
結
ぶ
「
黄
海
フ
ェ

リ
ー
」
を
運
航
し
て
き
た
実
績
が
評
価
さ
れ
た
。

そ
れ
か
ら
半
年
以
上
が
経
過
し
た
同
年
11
月
、

Ｃ
＆
フ
ェ
リ
ー
が
釜
山
と
門
司
港
の
間
に
フ
ェ
リ

ー
定
期
便
を
就
航
さ
せ
る
と
い
う
計
画
が
日
本
で

C＆クルーズ
釜山 23：00 →翌日 8：30 門司 12：00 → 19：00
釜山
6月 1日より週 6便運航予定
使用船舶：ＫＣブリッジ
価格は関釜フェリー（片道 9000 円～）と同じか？
関釜フェリー／釜関フェリー
釜山 20：00 →翌日 8：00 下関 19：00 →翌日 8：
30釜山
船舶のドック入り期間を除く毎日運航
使用船舶：はまゆう／星希（ソンフィ）
片道 9000 円～

門司港がアジアや欧州への玄関口だった時代をみて
きた JR門司港駅舎。

下関と釜山を結ぶ「はまゆう」（日本船籍）。韓国船
籍の「星希」と交互に玄界灘を往復する。
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も
報
道
さ
れ
た
。
同
じ
北
九
州
市
で
も
当
初
予
想

さ
れ
て
い
た
小
倉
で
は
な
く
、
門
司
が
日
本
側
の

玄
関
口
と
し
て
選
ば
れ
た
の
だ
。

な
ぜ
、
再
び
釜
山
〜
北
九
州
航
路
な
の
か
？　

そ
の
背
景
に
は
北
九
州
と
関
門
海
峡
を
は
さ
ん
で

対
岸
に
あ
る
下
関
港
を
起
点
と
し
た
釜
山
と
の
定

期
航
路
の
伸
び
が
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
下

関
と
釜
山
を
結
ぶ
関
釜
航
路
は
２
０
０
５
年
に

航
路
開
設
１
０
０
周
年
を
迎
え
た
日
韓
航
路
の
老

舗
で
あ
る
。
日
本
側
の
関
釜
フ
ェ
リ
ー
「
は
ま
ゆ

う
」
と
韓
国
の
釜
関
フ
ェ
リ
ー
が
運
航
す
る
「
星

希
（
ソ
ン
フ
ィ
）」
が
交
互
に
出
港
す
る
デ
イ
リ

ー
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
る
が
、
日
韓
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
以
降
、
韓
国
人
客
の
訪
日
ラ
ッ
シ
ュ
の
影

響
で
利
用
者
が
増
加
し
た
。
パ
ン
ス
タ
ー
ラ
イ
ン

同
様
、
関
釜
航
路
も
船
客
の
飽
和
状
態
が
続
い
て

お
り
、
２
０
０
７
年
11
月
７
日
付
け
の
「
毎
日
新

聞
」
は
下
関
税
関
支
署
の
話
と
し
て

下
関
税
関
支
署
の
ま
と
め
で
は
、
関
釜
フ
ェ
リ

ー
を
使
っ
た
０
６
年
の
出
入
国
者
は
計
約
20
万
人

で
前
年
比
約
20
％
増
。
ま
た
、
九
州
運
輸
局
に
よ

る
と
、
こ
れ
ら
の
定
期
航
路
の
０
６
年
度
の
利
用

客
は
計
１
０
３
万
３
０
０
０
人
で
前
年
比
13
％

増
。
同
局
は
「
ビ
ザ
が
不
要
に
な
っ
た
こ
と
や
、

円
安
・
ウ
ォ
ン
高
の
影
響
で
韓
国
か
ら
の
団
体
客

や
修
学
旅
行
が
大
幅
に
伸
び
た
の
が
原
因
」
と
話

し
て
い
る
。

と
報
じ
て
い
る
。

下
関
で
下
船
し
た
韓
国
人
旅
行
客
の
ほ
と
ん
ど

が
別
府
・
阿
蘇
山
・
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
・
長
崎
な

ど
九
州
北
部
の
観
光
地
め
ぐ
り
を
行
な
い
、
ゴ
ル

フ
客
は
山
口
県
の
宇
部
に
あ
る
国
際
カ
ン
ト
リ
ー

ク
ラ
ブ
を
利
用
す
る
と
い
う
。
か
つ
て
は
関
釜
航

路
と
い
え
ば
「
コ
リ
ア
ン
の
担
ぎ
屋
お
ば
ち
ゃ
ん

が
い
っ
ぱ
い
」
と
い
う
、
ど
こ
と
な
く
デ
ィ
ー
プ

な
情
景
を
も
っ
て
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
こ
と
が
多
か

っ
た
の
だ
が
、「
は
ま
ゆ
う
」「
星
希
」
と
い
う
新

造
船
の
登
場
と
と
も
に
、韓
国
人
レ
ジ
ャ
ー
客（
往

復
フ
ェ
リ
ー
利
用
の
格
安
パ
ッ
ク
ツ
ア
ー
の
参
加

者
が
多
数
）
が
乗
客
の
主
力
を
形
成
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。

九
州
北
部
が
目
的
な
ら
、
九
州
の
港
に
も
来
て

く
れ
る
は
ず
。
さ
ら
に
は
、
対
岸
に
ば
か
り
美
味

し
い
思
い
は
さ
せ
ら
れ
な
い
、
と
い
う
思
い
も
北

九
州
側
に
は
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
今
年
の
１
月

末
、
北
九
州
市
長
と
Ｃ
＆
ク
ル
ー
ズ
社
（
本
社
・

釜
山
市
＝
Ｃ
＆
フ
ェ
リ
ー
の
関
連
会
社
）
の
社
長

が
北
九
州
市
役
所
で
航
路
開
設
に
関
す
る
協
定
を

締
結
し
た
。
こ
の
６
月
１
日
か
ら
の
運
航
を
目
指

す
と
い
う
。
毎
日
新
聞
北
九
州
版
２
月
１
日
付
け

朝
刊
に
よ
れ
ば

就
航
す
る
フ
ェ
リ
ー
は
「
Ｋ
Ｃ
ブ
リ
ッ
ジ
」

（
１
万
６
３
４
０
ト
ン
）
で
、
速
力
23
ノ
ッ
ト
。

１
日
１
往
復
、
週
６
便
の
運
航
で
、
午
前
８
時
半

に
門
司
港
着
、
正
午
に
出
航
す
る
予
定
。
初
年
度

は
年
間
14
万
６
０
０
０
人
の
旅
客
を
見
込
ん
で
い

る
。と

い
う
Ｃ
＆
ク
ル
ー
ズ
社
の
発
表
を
伝
え
て
い

る
。
ど
う
や
ら
運
航
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
１
日
１
往

復
を
週
６
便
、
釜
山
を
深
夜
に
出
て
門
司
に
は
早

朝
着
・
昼
出
港
で
そ
の
日
の
夕
方
に
釜
山
と
な
る

こ
と
が
濃
厚
。
こ
れ
は
福
岡
と
釜
山
の
間
を
結
ぶ

国
際
フ
ェ
リ
ー
「
ニ
ュ
ー
か
め
り
あ
」
と
ほ
ぼ
同

じ
ダ
イ
ヤ
と
な
る
。
Ｊ
Ｒ
門
司
港
駅
に
近
い
１
号

岸
壁
を
使
用
し
、
海
運
会
社
側
が
タ
ー
ミ
ナ
ル
を

４
月
末
ま
で
に
設
置
す
る
と
い
う
。

気
に
な
る
使
用
船
舶
「
Ｋ
Ｃ
ブ
リ
ッ
ジ
」
だ
が
、

も
と
は
日
本
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
と
い
う
会
社
が
所
有

し
て
い
た
「
お
お
す
み
」
で
、
そ
の
後
は
奇
し

く
も
筆
者
が
ソ
ウ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
イ
ヤ
ー
に
行

っ
た
韓
国
旅
行
で
往
復
利
用
し
た
「
オ
リ
ン
ピ
ア

８
８
」
と
な
っ
た
船
で
あ
る
。
さ
ら
に
１
９
９
５

年
に
筆
者
が
中
国
山
東
省
の
威
海
か
ら
韓
国
の
仁

川
に
向
か
う
際
に
乗
船
し
た
「
ゴ
ー
ル
デ
ン
ブ
リ

ッ
ジ
」
が
、
実
は
「
オ
リ
ン
ピ
ア
８
８
」
で
あ
っ

た
。
韓
国
人
オ
フ
ィ
サ
ー
が
日
本
語
を
話
せ
る
方

で
、
そ
の
と
き
に
教
え
て
い
た
だ
い
た
の
だ
。

個
人
的
に
は
非
常
に
縁
の
深
い
船
を
使
用
す
る

航
路
だ
が
、
は
た
し
て
過
去
２
度
の
失
敗
に
終
わ

っ
た
北
九
州
〜
釜
山
航
路
の
轍
を
踏
む
こ
と
に
は

な
ら
な
い
の
だ
ろ
う
か
？　

ま
ず
、
不
安
点
と
し

て
は
、
対
岸
の
関
釜
航
路
と
の
競
合
と
な
る
こ
と

は
避
け
ら
れ
な
い
。
福
岡
〜
釜
山
航
路
で
は
「
ビ

ー
ト
ル
」
な
ど
ジ
ェ
ッ
ト
フ
ォ
イ
ル
を
擁
す
る
Ｊ

Ｒ
九
州
高
速
船
と
、「
ニ
ュ
ー
か
め
り
あ
」
と
い

う
大
型
フ
ェ
リ
ー
が
走
っ
て
い
る
が
、
か
た
や

１
日
数
本
も
運
航
さ
れ
て
い
る
高
速
船
、
い
っ
ぽ

う
は
１
日
１
往
復
の
ス
ロ
ー
な
フ
ェ
リ
ー
（
釜
山

か
ら
は
ナ
イ
ト
フ
ェ
リ
ー
）
と
い
う
こ
と
で
う
ま

く
共
存
が
は
か
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
関
門
海

峡
を
は
さ
ん
だ
両
市
は
い
ず
れ
も
大
型
フ
ェ
リ
ー

で
、
し
か
も
デ
イ
リ
ー
運
航
と
い
う
点
も
同
じ
。

新
参
の
門
司
航
路
は
関
釜
航
路
と
の
明
確
な
差
別

化
が
図
れ
ず
、
最
悪
の
場
合
、
共
倒
れ
の
危
険
性

も
あ
る
の
で
、
北
九
州
は
「
オ
ー
シ
ャ
ン
フ
ラ
ワ

ー
」
や
「
ド
ル
フ
ィ
ン
ウ
ル
サ
ン
」
の
教
訓
を
い

か
し
て
「
ビ
ー
ト
ル
」
型
の
小
型
高
速
船
の
導
入

を
再
検
討
す
べ
き
と
い
う
意
見
も
あ
る
。

た
だ
、
門
司
港
付
近
は
門
司
港
レ
ト
ロ
地
区
と

い
う
国
内
で
も
高
い
人
気
を
誇
る
観
光
地
が
す
ぐ

近
く
に
あ
る
。
ま
た
、
門
司
港
か
ら
は
下
関
の
唐

戸
桟
橋
エ
リ
ア
ま
で
わ
ず
か
５
分
で
ア
ク
セ
ス
で

き
る
関
門
汽
船
が
１
日
に
何
往
復
も
し
て
い
る
。

唐
戸
エ
リ
ア
に
は
ふ
ぐ
（
下
関
で
は
「
ふ
く
」
と

呼
ぶ
）
の
刺
身
で
有
名
な
唐
戸
市
場
や
海
響
館
と

い
う
水
族
館
、
明
治
大
正
時
代
に
建
設
さ
れ
た
レ

ト
ロ
建
築
物
群
、
源
平
合
戦
な
ど
歴
史
の
舞
台
と

な
っ
た
壇
の
浦
な
ど
な
ど
み
ど
こ
ろ
が
豊
富
で
、

実
は
Ｊ
Ｒ
下
関
駅
よ
り
も
門
司
港
か
ら
の
ほ
う
が

楽
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
。
さ
ら
に
関
西
へ
の
フ
ェ

リ
ー
が
出
る
新
門
司
港
へ
の
ア
ク
セ
ス
も
門
司
の

ほ
う
が
簡
単
。
こ
う
い
っ
た
点
を
い
か
に
う
ま
く

Ｐ
Ｒ
で
き
る
か
ど
う
か
が
、
門
司
航
路
の
今
後
を

占
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

関
門
地
区
は
、
将
来
「
東
ア
ジ
ア
の
へ
そ
」
と

な
る
位
置
に
あ
り
、
下
関
と
北
九
州
の
共
存
共
栄

は
そ
の
不
可
欠
な
フ
ァ
ク
タ
ー
と
な
る
。「
Ｋ
Ｃ

ブ
リ
ッ
ジ
」（
Ｋ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ａ
＝
韓
国
と
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｎ

Ａ
＝
中
国
の
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｇ
Ｅ
＝
架
け
橋
）
と
い
う

名
前
の
通
り
、
長
ら
く
中
韓
の
橋
渡
し
を
し
て
き

た
船
に
、
次
は
日
韓
の
橋
渡
し
と
い
う
新
た
な
、

い
や
「
オ
リ
ン
ピ
ア
８
８
」
以
来
の
役
割
が
与
え

ら
れ
る
。「
Ｋ
Ｃ
ブ
リ
ッ
ジ
」
の
前
途
は
多
難
の

よ
う
に
見
え
る
が
、
ぜ
ひ
、
こ
の
大
役
を
果
た
し

て
欲
し
い
と
筆
者
は
期
待
す
る
。

馬
関
が
東
ア
ジ
ア
の
ヘ
ソ
に
！
日
韓
中
の
海
の
十

字
路下

関
は
、
正
し
く
は
赤
間
関
と
い
っ
た
。
し
ゃ

れ
て
赤
馬
関
と
も
書
き
、
転
じ
て
儒
者
好
み
に
馬

関
と
よ
ば
れ
た
の
が
、
こ
の
港
町
の
よ
び
名
に
な

っ
た
。

司
馬
遼
太
郎
の「
街
道
を
ゆ
く
」（
朝
日
新
聞
社
）

シ
リ
ー
ズ
。
そ
の
記
念
す
べ
き
第
１
巻
の
取
材
で

長
州
路
（
山
口
県
）
を
訪
れ
た
著
者
は
、
下
関
に

つ
い
て
上
記
の
ご
と
く
書
い
て
お
ら
れ
る
。
そ
し

て「
私
は
日
本
の
景
色
の
な
か
で
も
馬
関
（
下
関
）

の
急
潮
を
も
っ
と
も
好
む
」

と
語
っ
て
い
る
。
司
馬
遼
太
郎
は
下
関
と
は
書
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上海下関フェリー
下関（月）12：00 →（火）17：00 太倉（火）
22：00→（木）8：30下関
2007 年 8月 27日より旅客の取り扱いを開始した
使用船舶：ゆうとぴあ２
片道 1万 5000 円～

2007 年 8月末に上海下関フェリーが下関～太倉航
路の旅客扱いをスタートさせた。「ゆうとぴあ２」
が毎週月曜日に中国へ向けて出港する。

幾度となく日本史の舞台となり、また海外へと通じ
る水路であった馬関海峡。現在も激しい潮流の中を
毎日あまたの船が通過していく。

か
ず
、
あ
え
て
「
馬
関
」
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に

本
州
と
九
州
に
は
さ
ま
れ
た
こ
の
狭
い
水
路
の
こ

と
も
「
馬
関
海
峡
」
と
呼
ん
で
い
る
。
そ
の
理
由

と
し
て
彼
は
こ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

こ
こ
は
下
関
海
峡
と
い
う
よ
り
馬
関
海
峡
と
よ

ぶ
ほ
う
が
、
潮
の
色
ま
で
違
っ
て
く
る

船
で
日
本
各
地
を
め
ぐ
っ
た
こ
と
の
あ
る
筆
者

も
、
日
本
で
最
も
好
き
な
景
色
ま
た
は
場
所
は
ど

こ
か
？
と
尋
ね
ら
れ
た
ら
、
こ
う
即
答
す
る
。

馬
関
の
海
峡
を
さ
ま
ざ
ま
な
船
が
ゆ
き
か
う
光

景
を
眺
め
て
い
る
と
き
が
、
も
っ
と
も
人
生
で
幸

福
を
感
じ
る
と
き
だ
、
と
。

や
は
り
関
門
海
峡
で
は
、
こ
の
水
路
が
見
つ
め

て
き
た
日
本
史
の
さ
ま
ざ
ま
な
情
景
と
そ
の
深
み

を
表
現
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
馬
関
の
ほ
う
が
、

凄
み
が
あ
る
。
よ
っ
て
こ
こ
で
は
馬
関
と
表
現
す

る
こ
と
を
、
ま
ず
お
許
し
い
た
だ
き
た
い
。

さ
て
、
幕
末
の
頃
は
「
い
ず
れ
大
坂
（
大
阪
）

を
抜
い
て
西
国
一
の
港
市
と
な
る
」
と
言
わ
れ
た

馬
関
だ
っ
た
が
、
明
治
に
入
っ
て
鉄
道
の
普
及
と

と
も
に
北
前
船
交
易
が
に
わ
か
に
衰
亡
し
、
そ
れ

と
と
も
に
馬
関
も
一
つ
の
地
方
都
市
に
転
落
し
て

し
ま
っ
た
。
た
だ
、
朝
鮮
半
島
に
近
い
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
釜
山
さ
ら
に
は
中
国
の
首
都
・
北
京

に
の
び
る
鉄
道
に
つ
な
が
る
海
の
玄
関
口
と
し
て

の
顔
を
持
つ
。

国
際
都
市
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
対
岸
の
門

司
の
ほ
う
が
馬
関
を
凌
駕
し
て
い
た
時
代
が
あ
っ

た
。
戦
前
、
門
司
港
か
ら
は
大
連
や
台
湾
の
基
隆

へ
も
海
路
つ
な
が
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
日
本
郵
船

が
運
航
し
て
い
た
欧
州
航
路
の
船
は
横
浜
、神
戸
、

そ
し
て
門
司
に
寄
港
し
な
が
ら
遠
く
マ
ル
セ
イ
ユ

や
ロ
ン
ド
ン
ま
で
出
か
け
て
い
っ
た
と
い
う
。
ア

ジ
ア
だ
け
で
な
く
世
界
に
も
つ
な
が
る
港
町
、
そ

れ
が
「
ポ
ー
ト
・
オ
ブ
・
モ
ジ
」
だ
っ
た
の
で
あ

る
。
戦
後
、
国
際
航
路
が
す
べ
て
失
わ
れ
、
門
司

も
単
な
る
地
方
都
市
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
国

際
港
時
代
の
遺
産
を
「
門
司
港
レ
ト
ロ
地
区
」
と

し
て
再
生
さ
せ
、
い
ま
や
人
気
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト

と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
馬
関
海
峡
の
両
岸
に
位
置
す
る
２
つ
の
都

市
が
、東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
海
の
十
字
路
に
な
る
。

下
関
の
国
際
航
路
と
い
え
ば
歴
史
の
長
い
関
釜
航

路
、
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
い
ま
だ
に
強
い
。
し
か

し
、
中
国
へ
の
フ
ェ
リ
ー
航
路
も
持
っ
て
い
る
こ

と
は
意
外
と
知
ら
れ
て
い
な
い
。
オ
リ
エ
ン
ト
フ

ェ
リ
ー
が
週
２
便
「
ゆ
う
と
ぴ
あ
」
を
青
島
と
の

間
に
就
航
さ
せ
て
い
る
し
、
２
０
０
７
年
８
月
末

に
は
上
海
下
関
フ
ェ
リ
ー
が
そ
れ
ま
で
の
貨
物
だ

け
か
ら
旅
客
も
取
り
扱
う
よ
う
に
な
り
、
長
江
に

面
し
た
太
倉
（
上
海
や
蘇
州
の
近
郊
都
市
）
と
の

間
に
「
ゆ
う
と
ぴ
あ
２
」
を
週
１
往
復
さ
せ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
予
定
通
り
い
け
ば
こ
の
６

月
か
ら
門
司
と
釜
山
の
間
に
も
航
路
が
開
設
さ
れ

る
。
つ
ま
り
馬
関
か
ら
は
海
路
、
釜
山
・
青
島
・

上
海
と
い
う
東
ア
ジ
ア
屈
指
の
港
湾
都
市
と
結
ば

れ
る
「
東
ア
ジ
ア
海
の
十
字
路
」
と
い
う
役
割
を

持
た
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

馬
関
の
港
と
し
て
の
歴
史
は
、
決
し
て
門
司
港

レ
ト
ロ
に
象
徴
さ
れ
る
ハ
イ
カ
ラ
な
も
の
ば
か
り

で
は
な
い
。
こ
の
港
が
半
島
や
大
陸
侵
略
の
足
が

か
り
に
も
な
り
、
好
む
と
好
ま
ざ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
半
島
お
よ
び
大
陸
か
ら
や
っ
て
き
た
人
々
の

慟
哭
も
つ
ぶ
さ
に
見
て
き
た
は
ず
で
あ
る
。
華
や

か
さ
の
裏
に
は
不
幸
な
歴
史
も
厳
然
と
し
て
存
在

し
た
の
で
あ
る
。

21
世
紀
の
馬
関
は
、
東
ア
ジ
ア
新
時
代
の
交
流

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
な
り
う
る
。
そ
の
一
端
を
担
う

の
が
国
際
フ
ェ
リ
ー
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
物
流
と

い
う
ビ
ジ
ネ
ス
要
因
も
大
き
い
が
、
人
的
交
流
に

果
た
す
貢
献
度
も
決
し
て
少
な
く
な
い
。
日
韓
中

の
関
係
が
決
し
て
円
滑
で
は
な
く
、
ど
ち
ら
か
と

い
え
ば
ギ
ク
シ
ャ
ク
し
た
現
在
だ
か
ら
こ
そ
、
三

国
の
モ
ノ
や
人
が
ご
っ
た
煮
に
な
る
馬
関
エ
リ
ア

は
、
そ
う
い
う
局
面
を
打
開
し
う
る
可
能
性
を
は

ら
ん
で
い
る
と
い
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。

で
は
何
が
で
き
る
の
か
？　

ま
ず
は
馬
関
を
起

点
に
中
国
大
陸
や
韓
国
へ
の
船
旅
か
ら
始
め
て
み

よ
う
。
船
内
は
す
で
に
異
国
の
文
化
圏
。
最
初
は

戸
惑
う
こ
と
も
多
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
長

い
船
旅
の
中
で
（
せ
い
ぜ
い
１
泊
２
日
、
長
く
て

２
泊
３
日
だ
が
）
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
積
極
的
に
図
れ
ば
、
日
本
国
内
だ
け
に
い
る
の

で
は
決
し
て
見
え
て
こ
な
か
っ
た
も
の
が
見
え
、

新
た
な
発
想
が
わ
い
て
く
る
こ
と
も
あ
り
う
る
。

た
と
え
ば
馬
関
か
ら
青
島
へ
往
復
し
、
馬
関
に
戻

っ
た
ら
す
ぐ
に
釜
山
へ
。
三
国
を
比
較
し
、
ゆ
っ

く
り
そ
の
未
来
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
も
な
る
だ

ろ
う
。

ず
い
ぶ
ん
前
に
、
馬
関
の
フ
ェ
リ
ー
関
係
者
の

方
と
話
し
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
方
が
面
白
い
こ

と
を
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
た
。

「
い
ま
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
Ｅ
Ｕ
（
欧
州
連
合
）

が
拡
大
し
て
い
ま
す
よ
ね
。
加
盟
国
間
に
は
国
境

も
な
け
れ
ば
、
ま
る
で
東
京
か
ら
大
阪
に
新
幹
線

で
行
く
の
と
同
じ
感
覚
で
他
の
国
へ
も
行
け
て
し

ま
う
。
パ
ス
ポ
ー
ト
の
チ
ェ
ッ
ク
も
な
い
。
鉄
道

で
は
ユ
ー
レ
イ
ル
パ
ス
と
い
う
の
が
あ
っ
て
、
こ

れ
さ
え
持
っ
て
い
れ
ば
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ど
こ
に
で

も
い
ち
い
ち
切
符
を
買
い
な
お
さ
ず
と
も
行
け
て

し
ま
う
。
わ
が
東
ア
ジ
ア
に
も
早
く
こ
う
い
う
時

代
が
来
な
い
も
の
で
す
か
ね
え
。
も
ち
ろ

ん
日
本
は
島
国
で
す
か
ら
、
ユ
ー
レ
イ
ル

パ
ス
の
ア
ジ
ア
フ
ェ
リ
ー
版
で
『
ア
ジ
ア

フ
ェ
リ
ー
パ
ス
』
と
い
う
の
が
で
き
れ
ば
、

こ
こ
下
関
を
拠
点
に
し
て
韓
国
や
中
国
を

ラ
ク
ラ
ク
行
き
来
で
き
る
」

そ
れ
か
ら
10
年
近
く
が
経
過
し
よ
う
と

し
て
い
る
。
東
ア
ジ
ア
の
現
状
を
見
る
と
、

ま
だ
ま
だ
「
ア
ジ
ア
フ
ェ
リ
ー
パ
ス
」
の

登
場
は
難
し
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、

決
し
て
実
現
不
可
能
な
夢
で
も
な
い
、
と

筆
者
は
考
え
る
。
東
ア
ジ
ア
の
人
々
が
船

で
行
き
来
す
る
機
会
が
増
大
す
れ
ば
。
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海
外
に
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
人
。
ま
ず
は

馬
関
に
足
を
伸
ば
そ
う
。
こ
こ
は
日
本
だ
け
れ
ど

も
、
東
ア
ジ
ア
の
ヘ
ソ
で
も
あ
る
。
港
か
ら
釜
山

行
き
の
船
や
青
島
さ
ら
に
は
上
海
へ
向
か
う
船
が

出
入
り
す
る
光
景
を
見
て
い
る
と
、
日
本
と
ア
ジ

ア
を
考
え
る
気
分
に
な
れ
る
。
だ
か
ら
筆
者
も
年

に
数
回
、こ
の
地
に
や
っ
て
く
る
。
そ
の
理
由
は
、

司
馬
遼
太
郎
の
言
葉
を
拝
借
し
た
い
、

「
私
は
日
本
の
景
色
の
な
か
で
も
馬
関
の
急
潮

を
も
っ
と
も
好
む
」

オ
ー
シ
ャ
ン
東
九
フ
ェ
リ
ー
に
注
目
だ
！

さ
り
と
て
本
州
の
西
の
端
に
あ
る
馬
関
は
、
東

日
本
か
ら
は
遠
い
。

関
西
か
ら
は
毎
日
運
航
し
て
い
る
名
門
大
洋
フ

ェ
リ
ー（
大
阪
〜
新
門
司
）や
阪
九
フ
ェ
リ
ー（
泉

大
津
・
神
戸
〜
新
門
司
）
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
で

一
晩
過
ご
せ
ば
翌
朝
は
馬
関
と
い
う
気
軽
さ
が
あ

る
。
し
か
し
東
京
か
ら
は
、
は
る
か
西
方
に
感
じ

る
人
も
多
い
。
そ
れ
が
北
海
道
や
東
北
か
ら
で
あ

れ
ば
、
な
お
さ
ら
で
あ
ろ
う
。
首
都
圏
の
人
が
ア

ジ
ア
に
行
く
な
ら
成
田
か
ら
ビ
ュ
ン
と
飛
ん
で
し

ま
う
ほ
う
が
手
軽
だ
し
、
コ
ス
ト
的
に
も
楽
だ
。

し
か
し
、
船
旅
に
は
ひ
と
っ
飛
び
で
目
的
地
に

到
着
し
て
し
ま
う
飛
行
機
に
は
な
い
旅
情
と
だ
い

ご
味
が
あ
る
。
こ
れ
は
一
度
船
旅
を
し
て
み
な
い

と
、
決
し
て
理
解
で
き
な
い
も
の
な
の
だ
が
。
ど

う
せ
な
ら
東
京
か
ら
馬
関
ま
で
船
で
行
き
、
さ
ら

に
韓
国
や
中
国
へ
船
旅
し
て
み
た
い
。
い
に
し
え

の
遣
唐
使
や
戦
前
の
旅
人
の
ご
と
く
。

そ
ん
な
想
い
を
か
な
え
る
船
は
、
た
し
か
に
存

在
す
る
。
し
か
も
ほ
ぼ
毎
日
、
東
京
か
ら
出
て
い

る
の
だ
。
そ
れ
が
オ
ー
シ
ャ
ン
東
九
フ
ェ
リ
ー
。

東
京
か
ら
徳
島
を
経
由
し
て
新
門
司
ま
で
２
泊
３

日
。
フ
ェ
リ
ー
に
は
大
部
屋
あ
り
レ
ス
ト
ラ
ン
あ

り
と
一
般
の
フ
ェ
リ
ー
イ
メ
ー
ジ
と
寸
分
た
が
わ

な
い
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
フ
ェ
リ
ー
と
、
船
室
カ
テ
ゴ

リ
ー
は
ベ
ッ
ド
の
二
等
寝
台
の
み
で
レ
ス
ト
ラ
ン

が
な
く
、
自
動
販
売
機
か
ら
提
供
さ
れ
る
冷
凍
食

品
お
よ
び
レ
ト
ル
ト
食
品
を
好
き
な
と
き
に
食
べ

る
カ
ジ
ュ
ア
ル
フ
ェ
リ
ー
の
二
種
類
が
あ
っ
て
、

交
互
に
東
京
を
出
る
。
ち
な
み
に
新
門
司
ま
で
の

運
賃
は
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
が
最
低
１
万
４
０
０
０
円

（
二
等
）、
カ
ジ
ュ
ア
ル
フ
ェ
リ
ー
が
全
ベ
ッ
ド

１
万
６
０
４
０
円
。

パ
ン
ス
タ

ー
ラ
イ
ン
の

フ
ェ
リ
ー
の

よ
う
に
イ
ベ

ン
ト
が
行
わ

れ
る
わ
け
で

も
な
く
、
最

近
の
日
本
国

内
を
結
ぶ
新

し
い
フ
ェ
リ

ー
の
よ
う
に

ピ
カ
ピ
カ
し

て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
後
発
の
カ
ジ
ュ
ア
ル
フ

ェ
リ
ー
は
と
も
か
く
、
ベ
テ
ラ
ン
の
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
フ
ェ
リ
ー
は
や
や
く
た
び
れ
た
感
じ
が
す
る
の

は
否
め
な
い
。

し
か
し
、そ
の
航
路
は
退
屈
と
は
無
縁
で
あ
る
。

東
京
出
港
が
19
時
10
分
と
い
う
の
が
い
い
。
パ
レ

ッ
ト
タ
ウ
ン
の
観
覧
車
や
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
、

フ
ジ
テ
レ
ビ
社
屋
、
そ
し
て
東
京
タ
ワ
ー
。
こ
れ

ぞ
東
京
！
と
い
っ
た
景
観
が
、
夜
空
の
下
に
パ
ノ

ラ
ミ
ッ
ク
に
展
開
す
る
。
や
が
て
右
手
に
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
さ
れ
た
羽
田
空
港
の
滑
走
路
。
船
の
フ
ァ

ン
ネ
ル
（
煙
突
）
を
か
す
め
る
よ
う
に
ジ
ェ
ッ
ト

機
の
機
体
が
離
発
着
す
る
。
羽
田
が
後
方
に
去
る

と
、
今
度
は
横
浜
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
タ
ワ
ー
が
遠

く
に
浮
か
び
上
が
る
。

翌
朝
は
紀
伊
半
島
南
端
ク
ル
ー
ズ
。
右
手
に
潮

岬
を
通
過
し
、
温
泉
街
の
白
浜
ま
で
和
歌
山
県
の

景
色
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
紀
伊
半
島
を
過

ぎ
れ
ば
す
ぐ
に
四
国
。
今
度
は
左
手
に
徳
島
県
。

そ
し
て
前
方
に
は
淡
路
島
の
島
影
と
鳴
門
大
橋
の

橋
梁
が
薄
っ
す
ら
と
、
し
か
し
ど
ん
ど
ん
近
づ
い

て
く
る
。
そ
し
て
徳
島
入
港
。
新
町
川
と
い
う
河

口
に
あ
る
徳
島
港
へ
の
着
岸
光
景
は
ぜ
ひ
船
首
に

出
て
眺
め
て
み
る
こ
と
を
オ
ス
ス
メ
し
た
い
。
１

時
間
の
寄
港
を
へ
て
船
は
再
び
海
へ
。
右
手
に
徳

島
県
の
海
岸
線
が
続
き
、
や
が
て
室
戸
岬
に
。
日

本
の
国
土
を
海
か
ら
ウ
オ
ッ
チ
す
る
と
い
う
日
ご

ろ
な
か
な
か
で
き
な
い
体
験
が
で
き
る
。
そ
し
て

３
日
目
の
午
前
５
時
に
北
九
州
の
新
門
司
フ
ェ
リ

ー
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
着
岸
。
筆
者
も
日
本
国
内
の
長

距
離
フ
ェ
リ
ー
は
ほ
と
ん
ど
乗
船
し
て
い
る
が
、

こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
で
眺
め
て
い
て

楽
し
い
風
景
を
た
ん
の
う
で
き
る
航
路
は
他
に
知

ら
な
い
。

午
前
５
時
の
到
着
は
早
す
ぎ
る
、
と
い
う
人
も

多
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
ま
だ
観
光
客
の
い

な
い
朝
の
門
司
港
レ
ト
ロ
地
区
散
歩
や
早
朝
だ
か

ら
こ
そ
活
気
の
あ
る
唐
戸
市
場
見
学
、
そ
し
て
関

門
海
峡
に
面
し
た
ボ
ー
ド
ウ
ォ
ー
ク
散
策
は
最
高

の
ゼ
イ
タ
ク
。
唐
戸
か
ら
下
関
国
際
フ
ェ
リ
ー
タ

ー
ミ
ナ
ル
は
車
で
す
ぐ
。
徒
歩
で
も
そ
ん
な
に
苦

に
な
ら
な
い
。
下
関
か
ら
青
島
や
上
海
に
向
か
う

人
お
よ
び
門
司
港
か
ら
釜
山
に
向
か
う
人
は
午
前

中
に
手
続
き
を
し
、
関
釜
航
路
で
釜
山
に
行
く
人

は
午
後
も
馬
関
エ
リ
ア
の
観
光
を
楽
し
め
る
。
日

本
の
太
平
洋
岸
を
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
で
き
る
上
、
馬

関
の
陸
上
行
動
を
満
喫
し
、
さ
ら
に
海
外
へ
。
時

間
は
か
か
る
が
、
飛
行
機
で
一
気
に
目
的
地
に
向

か
う
旅
に
比
べ
れ
ば
面
白
さ
も
数
倍
な
の
だ
。

こ
れ
ま
で
は
東
京
と
四
国
そ
し
て
北
九
州
を
結

ぶ
フ
ェ
リ
ー
、
そ
れ
も
東
京
港
か
ら
ほ
ぼ
毎
日
運

航
し
て
い
る
唯
一
の
長
距
離
フ
ェ
リ
ー
な
の
に
船

旅
フ
ァ
ン
く
ら
い
に
し
か
そ
の
存
在
を
知
ら
れ
て

い
な
い
稀
有
な
存
在
で
あ
っ
た
オ
ー
シ
ャ
ン
東
九

フ
ェ
リ
ー
。
し
か
し
馬
関
が
船
旅
に
と
っ
て
東
ア

ジ
ア
の
ヘ
ソ
と
な
る
今
後
は
、
東
京
か
ら
海
路
ア

ジ
ア
へ
向
か
う
唯
一
の
船
と
し
て
重
宝
さ
れ
る
べ

き
フ
ェ
リ
ー
だ
。
実
際
、
筆
者
も
オ
ー
シ
ャ
ン
東

九
フ
ェ
リ
ー
を
使
っ
て
馬
関
に
ア
ク
セ
ス
し
、
そ

の
ま
ま
船
を
乗
り
継
い
で
韓
国
や
中
国
に
向
か
っ

た
こ
と
が
幾
度
と
な
く
あ
る
。

江
戸
後
期
の
学
者
に
林
子
平
と
い
う
人
が
い

た
。
子
平
は
そ
の
著
書
「
海
国
兵
談
」
の
な
か
で

「
江
戸
の
日
本
橋
よ
り
唐
（
中
国
）・
オ
ラ
ン
ダ
ま

で
境
な
し
の
水
路
な
り
」
と
書
い
て
鎖
国
し
て
い

た
日
本
の
海
防
を
と
な
え
た
。
オ
ー
シ
ャ
ン
東
九

フ
ェ
リ
ー
は
ま
さ
に
「
東
京
の
日
本
橋
か
ら
韓
国

や
中
国
ま
で
水
で
つ
な
が
っ
て
い
る
」
こ
と
を
証

明
す
る
船
で
あ
り
、
平
和
で
の
ん
び
り
と
し
た
船

旅
を
実
践
で
き
る
足
な
の
で
あ
る
。

オーシャン東九フェリー
東京 19：10→翌日 13：10徳島 14：10→翌々日 5：
00新門司
新門司 19：10→翌日 9：30徳島 11：30→翌々日 5：
00東京
※ 日曜・祝日は東京・新門司ともに 5：40入港
船舶のドック入り期間を除く毎日運航
使用船舶：おーしゃんいーすと／おーしゃんうえす
と（スタンダードフェリー）
おーしゃんのーす／おーしゃんさうす（カジュアル
フェリー）
片道 1万 4000 円～（スタンダード）／ 1万 6040
円～（カジュアル）
いずれも東京～新門司フル乗船のケース

東京と北九州を結ぶオーシャン東九フェリーは、2
日目に徳島に寄港する。
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国
際
フ
ェ
リ
ー
不
毛
の
エ
リ
ア
・
日
本
海
が
変
わ

る
!?大

阪
と
釜
山
を
結
ぶ
パ
ン
ス
タ
ー
ラ
イ
ン
が
、

釜
山
と
日
本
海
側
の
港
を
週
１
便
で
結
ぶ
プ
ラ
ン

を
考
え
て
い
る
こ
と
は
先
に
述
べ
た
。
パ
ン
ス
タ

ー
・
ド
リ
ー
ム
と
サ
ニ
ー
を
交
互
に
日
本
の
日
本

海
側
の
港
と
釜
山
を
結
ぶ
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
サ
ー
ビ

ス
（
日
曜
釜
山
発
↓
月
曜
日
本
海
側
の
港
発
着
↓

火
曜
釜
山
着
）
の
実
現
が
最
も
有
力
な
プ
ラ
ン
だ

と
い
う
話
だ
っ
た
。

２
０
０
８
年
２
月
現
在
、
日
本
と
外
国
を
結
ぶ

旅
客
を
扱
う
日
本
海
航
路
は
富
山
県
高
岡
市
に
あ

る
伏
木
港
と
ロ
シ
ア
の
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
を
週
１

便
結
ぶ
「
ル
ー
シ
」
号
の
運
航
だ
け
。
し
か
も
日

本
発
着
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
利
用
者
は
中
古
車
交

易
に
従
事
す
る
ロ
シ
ア
人
が
大
半
を
占
め
、
日
本

人
旅
行
者
の
乗
船
は
き
わ
め
て
少
な
い
。
多
数
の

フ
ェ
リ
ー
や
高
速
船
が
往
復
す
る
玄
界
灘
、
関
西

と
上
海
を
往
復
す
る
船
が
行
き
交
う
東
シ
ナ
海
に

比
べ
る
と
、
あ
ま
り
に
も
淋
し
い
現
状
で
あ
る
。

ソ
連
・
ロ
シ
ア
政
治
史
の
専
門
家
と
し
て
著
名

な
下
斗
米
伸
夫
・
法
政
大
学
法
学
部
教
授
に
「
北

方
領
土
問
題
の
今
後
」
に
つ
い
て
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
を
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
。「
人
生
発
掘
マ
ガ
ジ

ン
〜
ト
ロ
イ
ア
」
第
２
号
（
海
事
プ
レ
ス
社
＝

２
０
０
７
年
６
月
発
売
）
の
特
集
記
事
作
成
の
た

め
だ
っ
た
。
そ
の
際
、
下
斗
米
教
授
は
「
裏
日
本

と
呼
ば
れ
る
時
代
は
い
よ
い
よ
終
わ
る
」
と
述
べ

ら
れ
た
。

日
本
と
ソ
連
・
ロ
シ
ア
と
い
う
の
は
海
を
隔

て
て
長
い
国
境
線
を
有
し
な
が
ら
国
民
の
意
識
の

な
か
に
隣
の
国
で
あ
る
と
い
う
感
覚
が
あ
り
ま
せ

ん
。「
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
は
ソ
ウ
ル
や
ピ
ョ
ン

ヤ
ン
よ
り
も
東
京
か
ら
近
い
」と
学
生
に
言
う
と
、

び
っ
く
り
さ
れ
る
く
ら
い
で
す
。
戦
前
ま
で
日
本

の
港
と
い
う
の
は
ソ
連
航
路
の
あ
る
敦
賀
や
新
潟

が
重
要
で
し
た
が
、
戦
後
の
日
本
人
は
神
戸
・
横

浜
を
重
視
し
て
日
本
海
側
を
「
裏
日
本
」
と
呼
ん

で
い
ま
す
。
こ
れ
は
終
戦
直
前
に
日
ソ
中
立
条
約

（
１
９
４
１
年
）を
破
っ
て
日
本
に
参
戦
し
た
ソ
連
、

マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
よ
る
日
米
同
盟
と
独
立
回
復
と

い
う
歴
史
が
反
映
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。で
も
、

こ
う
い
う
状
況
が
い
よ
い
よ
終
わ
る
の
で
は
な
い

か
な
、
と
私
は
感
じ
て
い
ま
す
。（
ト
ロ
イ
ア
第

２
号
〜
「
北
方
領
土
」
の
真
実
、
そ
し
て
問
題
の

処
方
箋
を
さ
ぐ
る
！
よ
り
）

教
授
は
そ
の
後
、
日
ロ
の
経
済
関
係
が
上
向
き

に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
ら
れ
、
そ
こ
か
ら
領

土
問
題
に
も
少
し
ず
つ
進
展
が
見
ら
れ
る
可
能
性

も
あ
る
、
と
語
ら
れ
た
。

そ
し
て
国
際
フ
ェ
リ
ー
の
分
野
で
は
、
た
し
か

に
「
日
本
海
側
が
裏
日
本
と
呼
ば
れ
る
時
代
は
い

よ
い
よ
終
わ
る
」
か
も
し
れ
な
い
状
況
に
な
り
つ

つ
あ
る
の
が
今
年
、
２
０
０
８
年
で
あ
る
。

パ
ン
ス
タ
ー
ラ
イ
ン
の
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
サ
ー
ビ

ス
が
実
現
す
れ
ば
、日
本
海
側
と
し
て
は
伏
木（
富

山
県
高
岡
市
）
〜
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
航
路
に
続
く

２
本
目
の
国
際
航
路
の
誕
生
と
な
る
。
そ
し
て
さ

ら
に
３
本
目
、
４
本
目
、
そ
し
て
５
本
目
の
日
本

海
国
際
航
路
が
年
内
に
開
設
さ
れ
そ
う
な
勢
い
な

の
だ
。
こ
の
背
景
に
は
、
パ
ン
ス
タ
ー
ラ
イ
ン
の

項
目
で
も
述
べ
た
が
、
ウ
ォ
ン
高
円
安
に
よ
る
韓

国
人
の
訪
日
熱
の
高
ま
り
が
挙
げ
ら
れ
る
。
さ
ら

に
、
政
治
的
に
は
ま
だ
「
近
く
て
遠
い
国
」
と
呼

ば
れ
る
日
韓
両
国
が
、
経
済
面
で
は
深
く
リ
ン

ク
し
て
い
る
こ
と
、
そ
れ
も
ソ
ウ
ル
や
釜
山
と
い

っ
た
大
都
市
で
は
な
く
東
海
岸
に
位
置
す
る
地
方

（
い
わ
ば
「
裏
韓
国
」）
と
、
裏
日
本
と
蔑
ま
れ
て

き
た
日
本
海
側
の
経
済
浮
揚
に
韓
国
東
海
岸
の
自

治
体
と
の
連
携
が
不
可
欠
に
な
っ
て
い
る
点
に
注

目
し
た
い
。
忘
れ
て
な
ら
な
い
の
は
ソ
連
崩
壊
後

の
混
迷
か
ら
、
豊
か
な
天
然
資
源
を
武
器
に
立
ち

直
っ
た
ロ
シ
ア
経
済
が
こ
こ
に
き
て
絶
好
調
と
な

り
、
北
東
ア
ジ
ア
エ
リ
ア
で
は
も
は
や
無
視
で
き

な
い
存
在
に
な
っ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。

①
敦
賀
〜
東
海
航
路
（
国
際
中
央
フ
ェ
リ
ー
）

福
井
県
敦
賀
市
。
19
世
紀
末
に
国
際
港
に
指
定

さ
れ
た
敦
賀
は
、
20
世
紀
初
頭
に
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト

ク
（
ロ
シ
ア
）
と
の
定
期
航
路
が
開
設
さ
れ
、
ウ

ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
か
ら
遠
く
欧
州
へ
と
伸
び
る
シ
ベ

リ
ア
鉄
道
に
つ
な
が
る
玄
関
口
と
し
て
栄
え
る
よ

う
に
な
っ
た
。
１
９
１
２
年
に
運
行
を
開
始
し
た

東
京
・
新
橋
と
敦
賀
港
を
結
ぶ
直
通
列
車
は
、
単

な
る
国
内
特
急
で
は
な
く
ウ
ラ
ジ
オ
航
路
そ
し
て

シ
ベ
リ
ア
鉄
道
に
つ
な
が
り
、
は
る
か
ベ
ル
リ
ン

や
パ
リ
に
い
た
る
夢
の
鉄
路
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
ロ
シ
ア
の
後
を
継
い
だ
ソ
連
と
の
関
係

が
悪
化
す
る
と
敦
賀
は
ウ
ラ
ジ
オ
航
路
か
ら
清
津

（
チ
ョ
ン
ジ
ン
）
な
ど
朝
鮮
半
島
北
部
へ
の

航
路
に
シ
フ
ト
す
る
。
そ
し
て
太
平
洋
戦

争
の
開
始
に
よ
り
新
橋
〜
敦
賀
港
の
直
通

列
車
は
廃
止
さ
れ
、
日
本
の
敗
戦
と
と
も

に
敦
賀
港
は
国
際
港
と
し
て
の
役
割
を
中

断
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
こ
の
あ
た
り
の
経
緯
は
門
司
港
と
ほ

ぼ
同
じ
で
あ
る
。

敦
賀
発
の
外
国
と
の
定
期
航
路
開
設
の

話
は
、
ず
い
ぶ
ん
以
前
か
ら
存
在
し
て
い

た
。
そ
の
相
手
は
韓
国
東
海
岸
の
町
・
東

海
。
敦
賀
市
と
は
友
好
姉
妹
都
市
の
関
係

に
あ
り
、
日
本
海
を
隔
て
て
１
泊
２
日
も

FESCO（ロシア極東船舶公社）
伏木（金）18：00→（日）9：30ウラジオストク（月）
18：00→（水）9：00伏木
使用船舶：ルーシ
片道 4万 1400 円～／往復 6万 9000 円～
国際中央フェリー
敦賀（水・土）12：00 →翌日（木・日）10：00
東海（木・月）18：00 →翌日（金・火）16：00
敦賀
2008 年秋に就航開始予定
使用船舶：クイーンナルシス
片道 2万 7000 円～・往復 5万 1000 円～

富山県高岡市伏木に停泊する「ルーシ」。これまで
は日本海唯一の国際航路であった伏木～ウラジオス
トク間に就航している。

「平成の北前船」でも寄港し、パンスターラインの
日本海航路の有力寄港地との見方もある金沢港。付
近には北前船貿易やしょう油製造で栄えた時代の名
残も。

戦前はウラジオスト
クを中継して欧州ま
でつながっていた国
際港だった敦賀。ク
イーンナルシスの就
航は実に 60 年余り
の空白をへた国際航
路の復活となる。
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あ
れ
ば
船
で
た
ど
り
つ
け
る
。
ベ
ル
リ
ン
の
壁
が

崩
れ
た
１
９
８
９
年
、
筆
者
は
出
張
で
敦
賀
を
三

度
訪
れ
て
い
る
。
そ
の
と
き
、「
も
う
す
ぐ
敦
賀

に
も
韓
国
と
の
定
期
フ
ェ
リ
ー
が
来
る
よ
う
に
な

り
ま
す
よ
」
と
市
の
関
係
者
が
心
な
し
か
ウ
キ
ウ

キ
し
た
口
調
で
語
っ
て
い
る
の
を
耳
に
し
た
こ
と

が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
採
算
性
や
そ
の
他
も

ろ
も
ろ
の
難
問
が
立
ち
ふ
さ
が
っ
た
よ
う
で
、
敦

賀
〜
東
海
航
路
は
プ
ラ
ン
の
ま
ま
眠
り
続
け
る
。

敦
賀
〜
東
海
航
路
の
開
設
が
世
に
宣
言
さ
れ
た

の
は
２
０
０
７
年
12
月
の
こ
と
で
あ
る
。
運
航
を

担
当
す
る
の
は
国
際
中
央
フ
ェ
リ
ー
と
い
う
敦
賀

市
に
本
社
を
置
く
会
社
だ
。
昨
年
開
設
さ
れ
た
同

社
の
新
航
路
Ｈ
Ｐ
に
は
「
国
際
中
央
フ
ェ
リ
ー
株

式
会
社
は
、平
成
８
（
１
９
９
６
）
年
４
月
10
日
、

日
韓
合
弁
会
社
と
し
て
設
立
さ
れ
、
日
本
海
側
の

中
心
部
に
位
置
す
る
敦
賀
港
に
お
い
て
、
21
世
紀

の
環
日
本
海
時
代
の
再
到
来
を
演
出
す
べ
く
、
日

本
海
沿
岸
諸
国
と
の
物
的
・
人
的
・
文
化
交
流
の

窓
口
と
な
る
こ
と
を
基
本
理
念
と
し
て
い
ま
す
。

当
社
は
、
敦
賀
港
の
地
理
的
立
地
条
件
を
最
大
限

に
活
か
し
、
営
業
の
柱
と
し
て
韓
国　

東
海
岸
の

大
観
光
資
源
の
紹
介
リ
ゾ
ー
ト
の
国
際
化
、
物
流

輸
送
の
迅
速
化
。
コ
ス
ト
の
軽
減
を
モ
ッ
ト
ー
と

し
、
日
韓
定
期
フ
ェ
リ
ー
航
路
を
運
営
し
ま
す
。」

と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
Ｈ
Ｐ
に
は
就
航
す

る
船
の
情
報
、
そ
の
乗
り
場
、
運
航
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
、
そ
し
て
料
金
が
す
で
に
明
示
さ
れ
て
い
る
。

船
名
は
「
ク
イ
ー
ン
ナ
ル
シ
ス
」。
１
９
７
３

年
に
広
島
県
の
内
海
造
船
瀬
戸
田
工
場
で
建
造

さ
れ
、
当
初
は
太
平
洋
沿
海
フ
ェ
リ
ー
（
苫
小
牧

〜
仙
台
〜
名
古
屋
を
結
ぶ
太
平
洋
フ
ェ
リ
ー
の
前

身
）
の
名
古
屋
〜
大
分
航
路
に
就
航
し
た
「
あ
る

び
れ
お
」
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
を
果
た
し
た
。
船
籍

は
国
際
船
員
雇
い
入
れ
と
税
金
対
策
か
ら
パ
ナ
マ

に
な
っ
て
い
る
が
、
船
籍
地
は
敦
賀
で
あ
る
。
筆

者
が
敦
賀
出
張
を
繰
り
返
し
た
１
９
８
９
年
に
改

装
さ
れ
て
お
り
、
１
万
８
８
５
８
総
ト
ン
・
定
員

７
４
４
人
と
い
う
大
型
フ
ェ
リ
ー
だ
。
東
海
ま
で

所
要
時
間
は
22
時
間
で
、
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
水
曜
と
土
曜
の
正
午
に
敦
賀
港
を
出
て
、
翌

日
の
午
前
10
時
に
東
海
に
到
着
。
東
海
港
は
月
曜

と
木
曜
の
18
時
に
出
港
、
翌
日
の
16
時
に
敦
賀

に
入
港
。
気
に
な
る
旅
客
運
賃
だ
が
４
人
部
屋
の

２
等
室
で
２
万
７
０
０
０
円
（
片
道
）、
往
復
が

５
万
１
０
０
０
円
の
予
定
。既
存
の
釜
山
〜
博
多
・

下
関
・
大
阪
航
路
に
比
べ
る
と
や
や
割
高
感
も
あ

る
が
、
東
海
か
ら
ソ
ウ
ル
ま
で
は
高
速
バ
ス
で
３

時
間
。
そ
の
本
数
も
か
な
り
多
い
う
え
、
東
海
に

到
着
し
た
そ
の
日
の
う
ち
に
ソ
ウ
ル
へ
ア
ク
セ
ス

で
き
る
。「
ク
イ
ー
ン
ナ
ル
シ
ス
」
の
デ
ビ
ュ
ー

は
今
年
の
秋
の
予
定
だ
。

②
境
港
〜
東
海
〜
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
航
路
（
Ｄ

Ｂ
Ｓ
ク
ル
ー
ズ
フ
ェ
リ
ー
）

敦
賀
と
「
ク
イ
ー
ン
ナ
ル
シ
ス
」
で
結
ば
れ
る

予
定
の
東
海
市
に
、
も
う
ひ
と
つ
の
国
際
航
路
開

設
プ
ラ
ン
が
飛
び
出
し
た
の
は
今
年
の
１
月
上
旬

の
こ
と
。急
浮
上
し
た
の
は
鳥
取
県
境
港
と
東
海
、

ロ
シ
ア
の
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
を
結
ぶ
定
期
貨
客
船

就
航
計
画
で
あ
る
。
運
航
を
計
画
し
て
い
る
の
は

韓
国
の
海
運
会
社
・
Ｄ
Ｂ
Ｓ
ク
ル
ー
ズ
フ
ェ
リ
ー
。

韓
国
ソ
ウ
ル
に
本
社
を
置
く
同
社
は
、
韓
国
の
大

手
海
運
会
社
・
大
亜
高
速
海
運
が
２
０
０
７
年
10

月
に
同
航
路
運
航
の
た
め
に
設
立
し
た
も
の
。

ち
な
み
に
大
亜
高
速
海
運
は
東
海
市
と
日
本
海

（
韓
国
で
は
東
海
＝
ト
ン
へ
と
呼
ぶ
。
東
海
市
の

呼
称
も
こ
の
海
に
面
し
て
い
る
こ
と
に
由
来
）
上

に
浮
か
ぶ
鬱
陵
（
ウ
ル
ル
ン
）
島
の
あ
い
だ
に
高

速
船
の
定
期
便
を
運
航
さ
せ
て
い
る
。
さ
ら
に
ウ

ル
ル
ン
島
か
ら
は
、
日
韓
間
で
帰
属
を
め
ぐ
っ
て

問
題
が
未
解
決
な
ま
ま
の
竹
島（
韓
国
名
は
独
島
）

を
遊
覧
す
る
ミ
ニ
ク
ル
ー
ズ
も
出
し
て
い
る
。
天

候
不
順
や
波
が
高
く
な
る
と
す
ぐ
に
欠
航
に
な
る

た
め
、
な
か
な
か
実
施
さ
れ
な
い
の
が
現
状
だ
と

い
う
が
。
こ
の
ほ
か
、
や
は
り
東
海
岸
沿
い
に
あ

る
浦
項
（
ポ
ハ
ン
）
か
ら
ウ
ル
ル
ン
島
ま
で
、
さ

ら
に
釜
山
と
長
崎
県
の
対
馬（
厳
原
と
比
田
勝
港
）

と
の
間
に
も
そ
れ
ぞ
れ
高
速
船
航
路
を
持
っ
て
い

る
。
か
つ
て
「
オ
ー
シ
ャ
ン
フ
ラ
ワ
ー
」
で
小
倉

〜
釜
山
航
路
に
乗
り
出
し
た
も
の
の
船
体
故
障
と

ト
ラ
ブ
ル
が
相
次
ぎ
撤
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
苦

い
歴
史
を
持
っ
て
い
る
が
、
ウ
ル
ル
ン
島
や
対
馬

航
路
で
は
好
調
を
維
持
し
て
い
る
。
今
回
の
航
路

開
拓
も
小
倉
航
路
で
の
失
敗
を
教
訓
に
、
満
を
持

し
て
の
挑
戦
と
な
る
。

ロ
シ
ア
で
は
経
済
発
展
に
と
も
な
っ
て
誕
生

し
た
富
裕
層
に
船
旅
の
ニ
ー
ズ
が
あ
る
ほ
か
、
韓

国
で
も
何
度
も
述
べ
る
よ
う
に
ウ
ォ
ン
高
円
安

に
よ
る
日
本
へ
の
渡
航
熱
が
高
ま
っ
て
お
り
、
こ

う
し
た
需
要
を
受
け
て
就
航
に
動
い
た
と
い
う
。

１
万
６
０
０
０
ト
ン
級
、
最
大
５
０
０
人
、
コ
ン

テ
ナ
１
０
０
〜
１
５
０
を
運
べ
る
貨
客
船
を
就
航

さ
せ
、
東
海
と
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
、
境
港
と
東
海

を
そ
れ
ぞ
れ
往
復
し
、
境
港
に
は
一
週
間
に
一
度

寄
港
す
る
予
定
だ
。こ
の
プ
ラ
ン
が
実
現
す
れ
ば
、

日
韓
ロ
３
ヵ
国
を
結
ぶ
初
の
国
際
貨
客
船
航
路
と

な
る
。

鳥
取
県
に
よ
る
と
、
境
港
が
寄
港
地
に
選
ば
れ

た
の
は
す
で
に
貨
物
便
の
国
際
航
路
が
あ
る
こ
と

や
航
空
便
で
も
米
子
〜
ソ
ウ
ル
便
（
ア
シ
ア
ナ
航

空
）
が
あ
り
、
税
関
・
出
入
国
管
理
・
検
疫
（
Ｃ

DBSクルーズフェリー
東海→境港→東海→ウラジオストク→東海（運航ダ
イヤ未定）
早ければ 2008 年 7月にも就航開始予定
使用船舶：未定（貨客船は 1万 6000 トン級・定員
は 300～ 500 名程度）
北東アジアフェリー
束草（日）→（月）新潟（火）→（水）トロイツァ
早ければ 2008 年 6月にも就航開始予定か？
使用船舶：新東春
東春フェリー
トロイツァ（水）18：00→（木）10：00束草（木）
15：00 →（金）10：00 トロイツァ（金）15：00
→（金）20：00ウラジオストク（土）10：30→（土）
15：30 トロイツァ（土）18：00 →（日）10：00
束草
使用船舶：新東春
束草～トロイツァ　片道 245 米ドル～／往復 408
米ドル～
束草～ウラジオストク　片道 257 米ドル～／往復
429米ドル～

北東アジアフェリーがやってくる新潟港は信濃川の
河口にある。

「ゲゲゲの鬼太郎」などで知られる漫画家・水木し
げるさんの生まれ故郷・境港。作品に登場する妖怪
を駅名にしたり、JR車両にペイントしたりと「妖
怪の町」として有名に。



13

2008年、北東アジアの船旅が面白い！
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Ｉ
Ｑ
）
な
ど
の
機
関
が
あ
る
こ
と
が
決
め
手
に
な

っ
た
よ
う
だ
。
こ
の
フ
ェ
リ
ー
航
路
開
設
の
あ
か

つ
き
に
は
、
境
港
が
韓
国
や
ロ
シ
ア
と
い
っ
た
北

東
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
交
易
の
窓
口
と
な
る
だ
け
で

な
く
、
観
光
客
の
誘
致
に
も
起
爆
剤
と
な
る
だ
ろ

う
。
日
本
海
沿
岸
エ
リ
ア
す
な
わ
ち
環
日
本
海
圏

を
含
む
北
東
ア
ジ
ア
で
、
そ
の
キ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
と
し
て
境
港
が
一
躍
注
目
を
浴
び
る
可
能
性
を

秘
め
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
け
に
、
境
港
の
あ
る

鳥
取
県
が
色
め
き
立
つ
の
も
無
理
は
な
い
。
県
は

新
年
度
予
算
に
仮
設
の
国
際
タ
ー
ミ
ナ
ル
建
設
費

１
億
８
０
０
０
万
円
を
計
上
。
東
海
か
ら
の
船
は

外
港
昭
和
北
岸
壁
に
着
岸
し
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
Ｃ

Ｉ
Ｑ
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
鳥
取
県
の
地
元
紙
「
日
本
海
新
聞
」
は

新
航
路
の
就
航
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
問
題
点

も
指
摘
し
て
い
る
。

一
方
で
、
貨
客
船
就
航
に
期
待
を
寄
せ
な
が
ら

も
「
長
続
き
さ
せ
る
の
は
難
し
い
」
と
見
る
関
係

者
も
多
い
。
Ｄ
Ｂ
Ｓ
社
は
県
に
「
当
面
黒
字
は
見

込
ん
で
い
な
い
」
と
伝
え
て
い
る
が
、
航
路
持
続

に
は
黒
字
化
は
必
須
条
件
。
韓
国
か
ら
の
人
や
物

の
受
け
入
れ
に
加
え
、
境
港
か
ら
安
定
的
に
送
り

出
す
必
要
も
あ
る
が
、「
人
や
物
を
集
め
る
の
は

難
し
い
」
と
い
う
の
だ
。

境
港
と
中
国
、
韓
国
を
結
ぶ
定
期
コ
ン
テ
ナ
船

実
現
に
奔
走
し
た
関
係
者
は
「
新
し
い
貨
物
を
開

拓
す
る
の
は
難
し
く
、
コ
ン
テ
ナ
船
に
影
響
が
出

る
の
が
心
配
」
と
指
摘
。
ま
た
旅
客
に
つ
い
て
も

「
た
と
え
集
め
ら
れ
た
と
し
て
も
、（
利
用
客
減
に

悩
む
）
ア
シ
ア
ナ
航
空
機
に
影
響
が
出
る
可
能
性

が
あ
る
」
と
い
う
。（
２
０
０
８
年
２
月
９
日
付

け
朝
刊
よ
り
）

し
か
し
、
Ｄ
Ｂ
Ｓ
ク
ル
ー
ズ
フ
ェ
リ
ー
社
の
韓

国
政
府
へ
の
申
請
が
２
月
下
旬
に
認
可
さ
れ
た
こ

と
で
、就
航
に
向
け
て
の
大
き
な
障
害
は
消
え
た
。

早
け
れ
ば
今
年
７
月
に
も
定
期
貨
客
船
航
路
が
実

現
す
る
見
通
し
と
な
っ
た
。
就
航
に
向
け
て
は
鳥

取
県
が
４
月
に
も
境
港
に
仮
設
の
旅
客
タ
ー
ミ
ナ

ル
を
建
設
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

筆
者
が
境
港
を
初
め
て
訪
問
し
た
の
は

２
０
０
６
年
９
月
の
こ
と
だ
っ
た
。し
か
も
海
路
、

船
で
の
境
港
入
り
と
い
う
非
常
に
稀
有
な
体
験
を

と
も
な
っ
て
の
こ
と
だ
っ
た
。
こ
れ
は
リ
ベ
ラ
東

日
本
フ
ェ
リ
ー
が
、「
平
成
の
北
前
船
」
と
称
し

て
国
土
交
通
省
が
掲
げ
る
「
公
共
交
通
活
性
化
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
に
盛
り
込
ま
れ
た
航
路
と
地
域
サ
ー

ビ
ス
産
業
の
活
性
化
を
目
的
に
、
石
川
県
金
沢
港

お
よ
び
鳥
取
県
境
港
へ
の
試
験
寄
港
を
実
施
し
た

際
に
、
筆
者
が
モ
ニ
タ
ー
乗
船
者
と
し
て
訪
問
し

た
も
の
だ
。
使
用
船
は
当
時
、
博
多
〜
直
江
津
〜

室
蘭
を
結
ぶ
日
本
海
航
路
に
就
航
し
て
い
た
「
ニ

ュ
ー
れ
い
ん
ぼ
う
べ
る
」。
筆
者
が
初
め
て
鳥
取

県
の
土
を
踏
む
こ
と
に
な
っ
た
こ
の
ト
ラ
イ
ア
ル

航
海
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
、
日
本
海
を
見
て
生
ま
れ

育
っ
た
者
と
し
て
の
強
い
思
い
入
れ
も
手
伝
っ
て

「
ぜ
ひ
、
日
本
海
を
縦
断
す
る
ク
ル
ー
ズ
フ
ェ
リ

ー
の
就
航
を
！
」
と
熱
く
書
き
込
ん
だ
も
の
だ
っ

た
。し

か
し
、
こ
の
プ
ラ
ン
は
夢
と
終
わ
っ
た
。
こ

の
直
後
、
境
港
に
寄
港
し
た
「
ニ
ュ
ー
れ
い
ん
ぼ

う
べ
る
」
は
商
船
三
井
フ
ェ
リ
ー
に
譲
渡
さ
れ
、

代
わ
り
に
入
手
し
た
「
さ
ん
ふ
ら
わ
あ　

み
と
」

は
先
に
述
べ
た
よ
う
に
韓
国
の
パ
ン
ス
タ
ー
ラ
イ

ン
に
チ
ャ
ー
タ
ー
に
出
さ
れ
て
「
パ
ン
ス
タ
ー
・

サ
ニ
ー
」
と
な
り
、
も
う
１
隻
の
「
さ
ん
ふ
ら
わ

あ　

つ
く
ば
」
も
ギ
リ
シ
ャ
に
売
却
さ
れ
た
。
そ

れ
ど
こ
ろ
か
日
本
海
縦
断
航
路
す
ら
２
０
０
６
年

末
の
運
航
を
も
っ
て
無
期
限
休
止
に
。こ
の
航
路
、

筆
者
を
は
じ
め
船
旅
フ
ァ
ン
に
熱
烈
な
支
持
を
得

て
い
た
だ
け
に
、
運
休
措
置
は
多
く
の
フ
ァ
ン
を

失
望
さ
せ
た
。
が
、
そ
れ
よ
り
も
落
胆
が
深
か
っ

た
の
は
定
期
船
入
港
に
山
陰
経
済
浮
揚
の
可
能
性

を
か
け
て
い
た
境
港
市
で
あ
っ
た
ろ
う
。
ウ
ラ
ジ

オ
ス
ト
ク
〜
東
海
〜
境
港
を
結
ぶ
Ｄ
Ｂ
Ｓ
ク
ル
ー

ズ
フ
ェ
リ
ー
の
日
本
海
横
断
ル
ー
ト
開
設
プ
ラ
ン

は
、
一
度
は
裏
切
ら
れ
た
と
い
う
思
い
を
持
っ
た

境
港
市
関
係
者
を
狂
喜
さ
せ
た
こ
と
は
想
像
に
難

く
な
い
。

「
も
う
一
度
、
海
か
ら
境
港
に
行
っ
て
み
た
い
」

と
い
う
思
い
が
強
い
筆
者
と
し
て
は
、
ぜ
ひ
乗
船

し
た
い
ル
ー
ト
で
あ
る
。
奇
し
く
も
筆
者
の
実
家

が
あ
る
富
山
県
（
港
は
高
岡
市
伏
木
）
か
ら
は
週

１
便
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
に
向
か
う
貨
客
船
「
ル
ー

シ
」
が
出
て
い
る
。
ル
ー
シ
で
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク

に
渡
り
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
か
ら
東
海
を
経
由
し

て
パ
ス
ポ
ー
ト
に
「SA

K
A
IM
IN
A
T
O

」
と
帰

国
ス
タ
ン
プ
を
も
ら
う
、
と
い
う
旅
も
可
能
に
な

る
。
ま
た
、
東
京
か
ら
寝
台
特
急
「
サ
ン
ラ
イ
ズ

出
雲
」
に
乗
っ
て
翌
朝
米
子
で
下
車
し
、
鬼
太
郎

列
車
（
車
体
に
鬼
太
郎
や
ね
ず
み
男
、
猫
娘
の
イ

ラ
ス
ト
が
描
か
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
各
駅
に

も
妖
怪
の
名
を
付
け
た
別
称
が
あ
る
）
こ
と
境
線

に
乗
っ
て
境
港
へ
。
そ
し
て
こ
こ
か
ら
海
外
へ
、

と
い
う
メ
ル
ヘ
ン
と
い
う
よ
り
も
妖
怪
に
化
か
さ

れ
た
よ
う
な
旅
も
で
き
る
。

　
③
難
産
！
北
東
ア
ジ
ア
フ
ェ
リ
ー
（
束
草
↓
新

潟
↓
ト
ロ
イ
ツ
ァ
）
の
壮
大
な
実
験

実
は
Ｄ
Ｂ
Ｓ
ク
ル
ー
ズ
フ
ェ
リ
ー
の
新
航
路
プ

ラ
ン
が
浮
上
す
る
以
前
か
ら
、
境
港
は
将
来
誕
生

す
る
予
定
の
日
本
海
国
際
航
路
の
寄
港
先
に
な
る

べ
く
招
致
活
動
を
行
っ
て
い
た
。
そ
の
タ
ー
ゲ
ッ

ト
と
な
っ
て
い
た
の
が
韓
国
北
東
部
に
あ
る
江
原

道
の
束
草
（
ソ
ク
チ
ョ
）、
ロ
シ
ア
・
ウ
ラ
ジ
オ
ス

ト
ク
南
部
に
あ
る
ト
ロ
イ
ツ
ァ
そ
し
て
新
潟
を
結

ぶ
旅
客
航
路
計
画
で
あ
る
。

現
在
、
ト
ロ
イ
ツ
ァ
港
と
束
草
の
間
を
カ
ー
フ

ェ
リ
ー
「
新
東
春
（
ニ
ュ
ー
ド
ン
チ
ュ
ン
）」
が

就
航
し
て
い
る
。
こ
れ
を
新
潟
に
も
寄
港
さ
せ
よ

う
と
い
う
計
画
だ
。
日
本
、
ロ
シ
ア
、
韓
国
、
中

国
の
４
ヵ
国
で
つ
く
る
「
北
東
ア
ジ
ア
フ
ェ
リ
ー

会
社
」（
仮
称
）
を
、
資
本
金
３
０
０
万
ド
ル
で

設
立
し
、
新
潟
市
内
に
本
社
を
置
く
予
定
。
新

会
社
は
中
越
運
送
（
新
潟
市
）、
富
士
運
輸
（
同
）

な
ど
県
内
企
業
が
中
心
と
な
っ
て
発
起
人
と
な

り
、
新
潟
県
、
新
潟
市
、
新
潟
東
港
の
あ
る
聖
籠

町
、
県
内
経
済
界
は
、
２
０
０
７
年
６
月
の
運
航

を
開
始
に
向
け
同
社
を
支
援
し
て
い
く
こ
と
で
合

意
し
た
の
だ
。

ち
な
み
に
「
新
東
春
」（
１
万
３
２
１
３
総
ト

ン
・
１
９
８
７
年
建
造
・
旅
客
６
０
０
人
・
コ

ン
テ
ナ
貨
物
１
３
２
個
分
運
搬
可
能
／
前
身
は

大
阪
〜
高
知
県
甲
浦
〜
足
摺
を
走
っ
て
い
た
「
高

知
シ
ー
ラ
イ
ン
」
の
「
フ
ェ
リ
ー
む
ろ
と
」）
は

も
と
も
と
束
草
と
ト
ロ
イ
ツ
ァ
を
結
ぶ
定
期
航
路

（
２
０
０
３
年
に
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
ま
で
延
伸
）だ
。

新
潟
〜
ト
ロ
イ
ツ
ァ
航
路
が
実
現
す
る
と
、
中
国

東
北
部
・
ロ
シ
ア
極
東
・
北
朝
鮮
の
三
国
が
国
境

を
接
す
る
「
図
們
江
（
豆
満
江
）
地
域
」
地
域
と

日
本
が
ダ
イ
レ
ク
ト
に
結
ば
れ
る
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
が
こ
の
新
航
路
に
か
か
る
大
き
な
期
待
で
あ

り
、
最
大
の
注
目
点
だ
。
こ
こ
で
昨
年
の
ア
ジ
ア

ウ
ェ
ー
ブ
５
月
号
の
記
事
を
も
う
一
度
こ
こ
に
引

用
す
る
こ
と
を
お
許
し
い
た
だ
き
た
い
。

図
們
江
地
域
の
開
発
は
、
１
９
９
１
年
の
ソ
連

崩
壊
直
後
か
ら
北
東
ア
ジ
ア
の
経
済
発
展
の
起
爆

剤
に
な
る
と
専
門
家
や
経
済
人
か
ら
長
年
期
待
さ

れ
続
け
て
き
た
が
、
北
朝
鮮
問
題
な
ど
政
治
的
な

緊
張
が
カ
ベ
と
な
っ
て
、
開
発
は
足
踏
み
状
態
で
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あ
る
。
し
か
し
、
経
済
発
展
著
し
い
中
国
に
お
い

て
か
つ
て
の
旧
満
州
＝
東
北
地
方
も
そ
の
例
外
で

は
な
く
、
こ
こ
数
年
は
投
資
ブ
ー
ム
で
日
系
企
業

の
進
出
も
目
立
つ
。

ト
ロ
イ
ツ
ァ
は
ロ
シ
ア
領
内
に
あ
り
な
が

ら
、
１
０
０
キ
ロ
離
れ
た
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
よ
り

も
琿
春
（
ト
ロ
イ
ツ
ァ
か
ら
約
80
キ
ロ
）
の
ほ
う

が
近
く
、
琿
春
か
ら
日
本
海
へ
抜
け
る
物
流
ル
ー

ト
の
構
築
は
日
中
双
方
に
と
っ
て
経
済
的
な
メ
リ

ッ
ト
が
大
き
い
。
さ
ら
に
中
国
の
後
ろ
に
控
え
る

内
陸
国
モ
ン
ゴ
ル
も
、
中
国
を
経
由
し
て
日
本
や

韓
国
と
交
易
す
る
「
日
本
海
ル
ー
ト
」
を
か
ね
て

か
ら
熱
望
し
て
い
る
。
北
東
ア
ジ
ア
国
際
フ
ェ
リ

ー
の
就
航
で
、
図
們
江
地
域
の
開
発
は
一
気
に
促

進
さ
れ
、
経
済
的
な
交
流
か
ら
「
火
薬
庫
」
と
も

見
な
さ
れ
て
い
た
北
東
ア
ジ
ア
の「
平
和
ゾ
ー
ン
」

へ
の
移
行
も
期
待
で
き
る
。

さ
ら
に
日
本
の
寄
港
地
に
つ
い
て
。
新
潟
か
ら

さ
ら
に
航
路
延
長
も
取
り
ざ
た
さ
れ
て
い
る
。
新

潟
港
が
首
都
圏
を
カ
バ
ー
す
る
な
ら
、
中
部
お
よ

び
関
西
エ
リ
ア
を
カ
バ
ー
す
る
港
が
あ
っ
て
も
い

い
、
と
い
う
こ
と
だ
。
現
在
は
敦
賀
（
福
井
県
）

が
誘
致
に
熱
心
で
、さ
ら
に
高
岡
伏
木
（
富
山
県
）

や
金
沢
、
そ
し
て
舞
鶴
（
京
都
府
）
や
境
港
も
少

な
か
ら
ず
興
味
を
示
し
て
い
る
と
い
う
。

少
な
か
ら
ぬ
興
味
を
示
し
て
い
る
、
と
い
わ
れ

た
鳥
取
県
は
、
北
東
ア
ジ
ア
フ
ェ
リ
ー
の
境
港
寄

港
を
か
な
り
熱
心
に
働
き
か
け
て
い
た
。
そ
こ
へ

Ｄ
Ｂ
Ｓ
ク
ル
ー
ズ
フ
ェ
リ
ー
計
画
が
持
ち
上
が
っ

た
わ
け
だ
が
、
鳥
取
県
経
済
政
策
課
は
「
航
路
は

多
い
方
が
い
い
」
と
し
て
、
誘
致
活
動
を
継
続
す

る
意
向
だ
と
い
う
。

筆
者
は
昨
年
５
月
号
で
、
北
東
ア
ジ
ア
フ
ェ
リ

ー
運
航
は
２
０
０
７
年
６
月
ス
タ
ー
ト
の
予
定
、

と
書
い
た
。
し
か
し
、
こ
と
は
ス
ム
ー
ズ
に
は
進

ま
な
か
っ
た
。

２
０
０
６
年
９
月
２
日
、
中
国
長
春
市
で
開
催

さ
れ
た
「
第
２
回
中
国
吉
林
・
東
北
ア
ジ
ア
投
資

貿
易
博
覧
会
」
で
、
日
中
韓
ロ
４
カ
国
に
よ
る
新

航
路
開
設
に
向
け
た
協
議
書
の
調
印
が
行
わ
れ
て

い
る
。
協
議
書
を
交
わ
し
た
の
は
、
新
潟
県
の
財

団
法
人
・
環
日
本
海
経
済
研
究
所（
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
Ａ
）、

琿
春
市
政
府
、
ロ
シ
ア
の
フ
ェ
リ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ル

を
経
営
す
る
ベ
ル
ク
ー
ト
社
、
韓
国
の
東
春
フ
ェ

リ
ー
。
４
者
は
そ
れ
ぞ
れ
の
国
で
民
間
か
ら
の
資

本
を
募
り
、
合
弁
で
運
営
会
社
を
設
立
。
東
春
フ

ェ
リ
ー
か
ら
１
万
３
０
０
０
ト
ン
級
の
貨
客
船
を

チ
ャ
ー
タ
ー
し
、
週
１
便
の
運
航
を
開
始
す
る
こ

と
に
合
意
し
て
い
る
。
こ
の
合
意
を
伝
え
る
新
華

社
配
信
を
も
と
に
「
日
本
経
済
新
聞
」
が
同
年
９

月
６
日
付
け
朝
刊
に
「
日
中
に
新
輸
送
ル
ー
ト　

日
本
海
経
由
、
１
日
半
で
結
ぶ
」
と
題
し
た
記
事

を
掲
載
し
た
。

「
現
在
、
中
国
・
東
北
地
方
か
ら
の
日
本
向

け
物
資
は
陸
路
で
遼
寧
省
の
大
連
港
ま
で
運
び
、

新
潟
ま
で
約
12
日
か
か
る
。
新
ル
ー
ト
が
開
通

す
れ
ば
一
日
半
に
短
縮
で
き
る
と
い
う
。」
と
。

　

北
東
ア
ジ
ア
地
域
の
中
で
日
本
の
中
心
都
市
と

し
て
中
国
東
北
地
方
と
の
交
流
を
リ
ー
ド
し
て
き

た
新
潟
を
含
め
、
こ
れ
ま
で
「
裏
日
本
」
と
さ
れ

て
き
た
日
本
海
側
の
自
治
体
に
と
っ
て
、
こ
れ
か

ら
発
展
が
見
込
ま
れ
る
中
国
東
北
と
の
最
短
ル
ー

ト
を
持
つ
こ
と
は
、
そ
の
地
理
的
優
位
性
を
強
め

る
こ
と
に
も
な
る
。
そ
の
実
現
に
は
日
本
海
横
断

フ
ェ
リ
ー
航
路
が
ど
う
し
て
も
必
要
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ま
で
新
潟
で
は
ロ
シ
ア
沿
海
州
の
ウ
ラ

ジ
オ
ス
ト
ク
と
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
、
中
国
東
北
の

ハ
ル
ビ
ン
と
の
間
で
航
空
便
が
運
航
さ
れ
て
い

る
が
、
い
ず
れ
も
ロ
シ
ア
、
中
国
の
ビ
ジ
ネ
ス
利

用
者
ら
に
よ
っ
て
高
い
搭
乗
率
を
維
持
し
て
き
た

実
績
を
有
し
て
い
る
。
そ
の
う
え
、
こ
の
地
域
に

フ
ェ
リ
ー
が
参
入
す
れ
ば
、
日
本
へ
の
渡
航
者
が

急
増
し
て
い
る
中
国
吉
林
省
・
延
辺
自
治
州
を
中

心
に
、
低
価
格
の
団
体
ツ
ア
ー
な
ど
新
た
な
市
場

が
広
が
る
。
ま
た
、
新
潟
に
は
在
日
韓
国
・
朝
鮮

人
が
多
く
、
延
辺
に
は
朝
鮮
民
族
の
聖
地
で
あ
る

長
白
山
（
白
頭
山
）
が
あ
る
た
め
、
日
本
か
ら
の

ツ
ア
ー
需
要
も
見
込
め
る
な
ど
、
観
光
マ
ー
ケ
ッ

ト
の
拡
大
も
期
待
で
き
る
と
い
う
見
方
が
強
い
。

　

延
辺
自
治
州
は
、
日
本
企
業
の
投
資
先
と

し
て
の
将
来
性
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。
同
地

域
は
朝
鮮
族
の
優
秀
な
日
本
語
人
材
が
豊
富

で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
は
民
族
的
な
関
係
か
ら

韓
国
を
重
視
し
て
い
た
自
治
州
政
府
も
、
こ

こ
数
年
で
日
本
企
業
の
誘
致
に
熱
心
に
取
り
組

み
始
め
た
。
ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
い
た
日
本
と
の

物
流
が
、
フ
ェ
リ
ー
航
路
開
設
で
改
善
さ
れ
れ

ば
、
企
業
進
出
の
増
加
が
期
待
で
き
る
と
い
う
。

　

北
東
ア
ジ
ア
フ
ェ
リ
ー
が
開
設
す
れ
ば
、
日
本

か
ら
は
ロ
シ
ア
向
け
の
中
古
車
を
輸
出
し
、
帰
り

は
中
国
の
木
材
、
農
産
物
、
食
品
、
衣
料
を
主
な

貨
物
と
し
て
想
定
。
ま
た
、
吉
林
省
敦
化
市
郊
外

の
ハ
ル
バ
嶺
で
旧
日
本
軍
の
遺
棄
化
学
兵
器
処
理

事
業
（
Ａ
Ｃ
Ｗ
）
が
行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
プ
ラ

ン
ト
輸
送
の
需
要
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。

北
東
ア
ジ
ア
フ
ェ
リ
ー
構
想
が
既
存
あ
る
い
は

こ
れ
か
ら
新
設
さ
れ
る
国
際
航
路
に
比
べ
て
画
期

的
だ
っ
た
の
は
、
初
め
て
北
東
ア
ジ
ア
４
カ
国
が

連
携
し
た
こ
と
に
尽
き
る
。
日
本
海
へ
の
出
口
を

求
め
る
中
国
は
、
こ
れ
ま
で
琿
春
と
日
本
海
の
間

に
わ
ず
か
15
キ
ロ
な
が
ら
ロ
シ
ア
領
が
横
た
わ
っ

て
い
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
ト
ロ
イ
ツ
ァ
港
を
持
つ

ロ
シ
ア
を
合
弁
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
迎
え
入
れ
、

ロ
シ
ア
資
本
を
入
れ
る
こ
と
で
、
中
ロ
間
の
通
関

や
旅
客
ビ
ザ
と
い
う
実
務
上
の
障
壁
に
対
す
る
不

安
が
こ
れ
で
軽
減
す
る
は
ず
だ
。
韓
国
の
東
春

フ
ェ
リ
ー
は
既
に
ト
ロ
イ
ツ
ァ
〜
束
草
で
の
航

路
経
営
を
軌
道
に
乗
せ
て
い
る
。
２
０
０
２
年
に

年
間
旅
客
５
万
１
５
５
２
人
・
貨
物
４
５
７
９

Ｔ
Ｅ
Ｕ
だ
っ
た
の
が
、
２
０
０
６
年
に
は
そ
れ

ぞ
れ
６
万
４
１
１
８
人
・
８
３
７
０
Ｔ
Ｅ
Ｕ
へ

と
伸
び
、
２
０
０
６
年
４
月
か
ら
は
よ
り
大
型

の
「
新
東
春
」
を
投
入
し
た
。
北
東
ア
ジ
ア
フ

ェ
リ
ー
は
こ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
そ
の
ま
ま
活
用
で

き
る
の
で
、
新
航
路
開
設
の
た
め
に
韓
国
と
タ

ッ
グ
を
組
む
こ
と
は
有
益
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
多
国
間
が
か
ら
ん
だ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
だ
け
に
、
他
の
フ
ェ
リ
ー
航
路
開
設
に
は
な

い
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
に
ぶ
つ
か
る
こ
と
に
も
な

っ
た
。

本
来
で
あ
れ
ば
北
東
ア
ジ
ア
フ
ェ
リ
ー
が
就

航
す
る
予
定
で
あ
っ
た
２
０
０
７
年
６
月
、「
新

潟
日
報
」
は
６
月
14
日
付
け
の
記
事
で
こ
の
よ

う
に
報
じ
た
。

『
日
本
海
横
断
航
路
の
運
営
会
社
の
本
社
が
、

当
初
予
定
し
て
い
た
新
潟
市
で
は
な
く
、
韓
国
・

束
草
市
に
お
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
船
舶
を

持
つ
韓
国
側
の
強
い
要
請
に
、
日･

ロ
・
中
の
関

係
３
ヶ
国
が
譲
歩
。
背
景
に
は
本
県
側
な
ど
の

「
運
航
の
実
現
が
先
決
」
と
の
判
断
が
あ
っ
た
。

運
航
す
る
船
舶
は
韓
国
・
東
春
フ
ェ
リ
ー
社

（
本
社
ソ
ウ
ル
）
の
所
有
で
、
既
存
の
束
草
〜
ト

ロ
イ
ツ
ァ
航
路
（
週
３
往
復
）
の
う
ち
、
一
便

を
借
り
受
け
、
新
潟
ま
で
弓
状
に
引
っ
張
る
形

だ
。既

存
航
路
は
韓
国
と
中
国
延
辺
朝
鮮
族
自
治

州
と
を
結
ぶ
「
民
族
航
路
」
の
側
面
が
強
く
（
※

筆
者
注
＝
朝
鮮
民
族
の
聖
地
・
白
頭
山
〈
中
国

名
は
長
白
山
〉
へ
の
登
山
の
際
、
こ
の
航
路
を

利
用
す
る
韓
国
人
観
光
客
が
多
い
。
な
ぜ
な
ら
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白
頭
山
は
北
朝
鮮
と
中
国
の
国
境
に
ま
た
が
っ
て

お
り
、
一
般
の
韓
国
人
は
北
朝
鮮
の
領
内
を
自
由

に
通
行
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
束
草

か
ら
ト
ロ
イ
ツ
ァ
に
上
陸
し
、
陸
路
国
境
を
越
え

て
琿
春
か
ら
中
国
入
り
。
そ
の
後
中
国
側
か
ら
登

山
す
る
と
い
う
ル
ー
ト
が
と
ら
れ
て
い
る
）、
束

草
市
や
江
原
道
が
支
援
し
て
き
た
経
緯
が
あ
る
。

こ
の
た
め
新
規
航
路
に
つ
い
て
も
同
市
な
ど
が

「
既
存
航
路
と
同
様
、
今
後
と
も
韓
国
側
が
主
導

し
た
い
」
と
訴
え
て
い
た
。

こ
れ
に
対
し
、
新
潟
市
に
本
社
を
置
く
予
定
だ

っ
た
日
本
側
の
投
資
会
社
は
困
惑
。

た
だ
、
出
資
者
に
韓
国
側
の
提
案
を
打
診
し
た

と
こ
ろ
、「
論
理
の
繰
り
返
し
で
は
隣
県
の
ラ
イ

バ
ル
港
に
先
を
越
さ
れ
か
ね
な
い
」「
ま
ず
運
航

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
こ
と
が
大
事
」
と
い
っ
た
意

見
が
多
く
、
最
終
的
に
受
け
入
れ
た
。

運
航
の
早
期
実
現
を
求
め
た
の
は
、
ロ
シ
ア
の

運
送
会
社
、
中
国
延
辺
自
治
州
の
衣
料
会
社
、
日

本
の
中
古
車
業
者
な
ど
だ
っ
た
。
こ
の
直
後
の
７

月
６
日
、
関
係
す
る
４
カ
国
の
関
係
者
が
会
議
を

開
き
、
本
社
を
束
草
に
置
く
、
３
０
０
万
ド
ル
の

出
資
比
率
は
韓
国
51
％
・
日
本
16
％
・
中
国
16
％
・

ロ
シ
ア
17
％
と
す
る
、
こ
と
が
決
定
し
た
。
そ
し

て
貨
物
と
旅
客
を
扱
う
週
１
便
の｢

日
本
海
横
断

航
路
」
の
２
０
０
８
年
３
月
下
旬
開
設
で
合
意
。

１
年
目
は
束
草
↓
新
潟
↓
ト
ロ
イ
ツ
ァ
の
一
方
向

で
ス
タ
ー
ト
し
、
２
年
目
以
降
に
双
方
向
で
の
運

航
を
目
指
す
こ
と
と
な
っ
た
。関
係
者
に
よ
る
と
、

「
２
〜
３
年
は
赤
字
を
覚
悟
し
て
い
る
」
と
の
こ

と
だ
っ
た
。
ま
ず
は
週
１
回
の
定
期
便
を
確
実
に

運
航
す
る
こ
と
で
信
用
を
積
み
重
ね
、
旅
客
・
貨

物
と
も
に
長
期
的
視
野
で
採
算
ベ
ー
ス
を
目
指
す

こ
と
で
一
致
し
た
は
ず
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
日
本
海
横
断
フ
ェ
リ
ー
就
航
困
難

と
い
う
記
事
が
「
新
潟
日
報
」
に
よ
っ
て
配
信
さ

れ
た
の
は
２
０
０
８
年
１
月
末
の
こ
と
だ
っ
た
。

　

新
潟
と
ロ
シ
ア
・
ト
ロ
イ
ツ
ァ
、
韓
国
・
束
草

を
結
ぶ
「
日
本
海
横
断
フ
ェ
リ
ー
」
が
目
標
に
掲

げ
て
い
た
今
年
３
月
17
日
の
就
航
が
不
可
能
に
な

っ
た
こ
と
が
29
日
、
分
か
っ
た
。
４
カ
国
の
関

係
者
に
よ
る
出
資
金
の
振
り
込
み
が
遅
れ
、
運
営

を
担
う
「
北
東
ア
ジ
ア
フ
ェ
リ
ー
会
社
」（
仮
称
）

が
い
ま
だ
設
立
さ
れ
て
い
な
い
た
め
。
就
航
が
大

幅
に
遅
れ
る
の
は
必
至
だ
。〈
中
略
〉

複
数
の
関
係
者
に
よ
る
と
、
同
航
路
は
当
面

ト
ロ
イ
ツ
ァ
か
ら
束
草
、
新
潟
を
結
ぶ
一
方
向

運
航
を
予
定
し
て
い
た
が
、
こ
れ
に
対
し
て
、
中

国
側
が
早
期
の
双
方
向
運
航
を
主
張
。
出
資
に
慎

重
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。
他
の
３
国
も
「
中
国

側
が
出
資
し
な
い
う
ち
は
こ
ち
ら
も
出
資
で
き
な

い
」
と
し
て
、
調
整
が
続
い
て
い
る
。（
新
潟
日

報
２
０
０
８
年
１
月
29
日
付
け
朝
刊
よ
り
）

記
事
か
ら
は
北
東
ア
ジ
ア
フ
ェ
リ
ー
実
現
に
対

す
る
悲
観
論
が
に
じ
み
出
て
い
る
。
し
か
し
、
昨

年
末
に
会
っ
た
北
東
ア
ジ
ア
フ
ェ
リ
ー
ジ
ャ
パ
ン

の
関
係
者
が
語
っ
た
こ
と
を
、筆
者
は
思
い
出
す
。

「
困
難
は
承
知
の
上
。
な
に
し
ろ
北
東
ア
ジ
ア

フ
ェ
リ
ー
は
４
カ
国
が
協
力
す
る
初
め
て
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
い
っ
て
も
い
い
ん
で
す
か
ら
ね
。
問

題
が
起
こ
ら
な
い
わ
け
が
な
い
。
逆
説
的
に
聞
こ

え
る
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
こ
れ
だ
か
ら
面

白
い
」

就
航
実
現
ま
で
こ
れ
だ
け
紆
余
曲
折
を
へ
る

（
各
国
の
利
害
が
衝
突
す
る
）
と
い
う
こ
と
は
裏

を
返
せ
ば
、
北
東
ア
ジ
ア
諸
国
に
と
っ
て
非
常
に

魅
力
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
も
あ
る
。
こ
れ
を
の

り
こ
え
れ
ば
、
新
た
な
北
東
ア
ジ
ア
の
歴
史
が
切

り
開
け
る
可
能
性
も
あ
る
。
北
東
ア
ジ
ア
諸
国
の

経
済
的
な
結
び
つ
き
が
以
前
に
も
ま
し
て
強
ま
っ

て
い
る
こ
と
は
や
は
り
無
視
で
き
な
い
。
筆
者
が

会
っ
た
関
係
者
は
「
日
本
海
横
断
航
路
は
、
北
東

ア
ジ
ア
に
お
け
る
本
格
的
な
多
国
間
経
済
協
力
の

先
兵
」
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
蚊
帳
の
外
に
置
か
れ
た
状
態
の
北
朝

鮮
に
つ
い
て
も
、
実
は
北
朝
鮮
を
孤
立
さ
せ
る
の

で
は
な
く
、
エ
リ
ア
に
受
け
入
れ
て
い
く
素
地
に

も
な
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。
北
東
ア
ジ
ア
フ

ェ
リ
ー
が
成
功
す
れ
ば
、
こ
の
エ
リ
ア
に
さ
ま
ざ

ま
な
展
望
が
開
け
、
モ
ノ
だ
け
で
な
く
人
の
往
来

も
さ
ら
に
加
速
し
て
い
く
だ
ろ
う
。

そ
の
後
、
北
東
ア
ジ
ア
フ
ェ
リ
ー
構
想
を
推
進

し
て
き
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
北
東
ア
ジ
ア
輸
送
回
廊

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
Ｈ
Ｐ
に
次
の
よ
う
な
ト
ピ
ッ

ク
が
掲
載
さ
れ
た
。

「
北
東
ア
ジ
ア
フ
ェ
リ
ー
㈱
」（
４
ヶ
国
合
弁
会

社)

は
３
月
に
設
立
し
、
６
月
前
後
の
運
航
開
始

か
？１

月
25
日
４
ヶ
国
会
議
が
延
吉
市
で
行
な
わ

れ
て
２
月
末
ま
で
に
資
本
金
の
払
込
み
が
行
な
わ

れ
る
予
定
。
但
し
琿
春
市
の
市
長
交
代
に
依
る
中

国
側
の
手
続
上
の
実
行
の
遅
れ
が
予
想
さ
れ
る

が
、
３
月
に
は
設
立
で
き
そ
う
。
運
航
開
始
に
は

日
本
国
内
の
手
続
き
も
あ
る
た
め
６
月
前
後
と
見

込
ま
れ
る
。（
平
成
20
年
２
月
10
日
）

北
東
ア
ジ
ア
フ
ェ
リ
ー
の
開
設
は
、
単
に
国
際

航
路
が
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
な
る
だ
け
で
は
な
い
。
紛

争
と
対
立
そ
し
て
緊
張
が
続
い
て
き
た
こ
の
エ
リ

ア
に
、
永
続
的
な
平
和
と
経
済
的
な
繁
栄
を
も
た

ら
す
き
っ
か
け
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
の
だ
か

ら
。
日
本
海
を
見
な
が
ら
育
っ
た
「
北
東
ア
ジ
ア

人
」
で
あ
る
筆
者
は
、
こ
の
壮
大
な
実
験
を
応
援

し
て
い
き
た
い
。

金丸知好（カナマルトモヨシ）
富山県生まれ。早稲田大学在学中に神戸から上海へ「鑒真号」で渡って以来、船旅のオモシ
ロさにはまり、日本国内や韓国･中国･台湾･ロシアなど外国行きのフェリーに乗船すること
多数。稚内からフェリーで訪問したサハリンの見聞録「北緯 47 度の忘れ物」で徳間文庫 10
周年記念ノンフィクション大賞を獲得し、以後、船旅をベースにした「航海作家」活動に入る。
クルーズ客船で五大陸と五つの海洋をめぐった経験を生かし、雑誌「クルーズ」（海事プレス
社）で「世界の港町、歴史海道をゆく」を連載。また、単行本「アジアフェリーで出かけよ
う！」（出版文化社）、「フェリーでGO!　オモシロ船旅～日中韓露台」（ユビキタ・スタジオ）
の執筆など、船旅に対して情熱的にオモシロ活動中！
＜カナマルトモヨシ最新情報＞
この２月から船旅専門ブログ「航海作家カナマルトモヨシの船旅人生」運営をスタート　
http://rohnin1966.at.webry.info/
２月２８日に海事プレス社から発売された世界のクルーズ客船ガイドブック「クルーズシッ
プコレクション 2008・2009」の制作にも関わる


